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68
トランクの設定

ゲートキーパー（つまり、ホールセール ネットワークやゲートキーパーによって制御されるクラスタ

間トランク）への論理ルート、ゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランクへの論理ルー

ト、または SIP ネットワークへの論理ルートを設定するには、トランク デバイスを使用します。次の

使用可能なトランク タイプからいずれかを選択してください。

• H.225 トランク（ゲートキーパー制御）

• クラスタ間トランク（ゲートキーパー制御）

• クラスタ間トランク（ゲートキーパー非制御）

• SIP トランク

Cisco Unified Communications Manager トランクの設定については、次のトピックを参照してください。

• 「トランクの設定値」（P.68-1）

• 「トランクの検索」（P.68-64）

• 「トランクの設定」（P.68-65）

• 「トランクの削除」（P.68-67）

• 「トランクのリセット」（P.68-68）

• 「トランクの同期化」（P.68-69）

• 「関連項目」（P.68-69）

トランクの設定値
ゲートキーパー（つまり、ホールセール ネットワークやゲートキーパーによって制御されるクラスタ

間トランク）への論理ルート、ゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランクへの論理ルー

ト、または SIP ネットワークへの論理ルートを設定するには、トランク デバイスを使用します。次の

使用可能なトランク タイプからいずれかを選択してください。

• H.225 トランク（ゲートキーパー制御）

• クラスタ間トランク（ゲートキーパー制御）

• クラスタ間トランク（ゲートキーパー非制御）

• SIP トランク
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    トランクの設定値

ヒント SIP トランクを設定する前に、SIP トランク セキュリティ プロファイルおよび SIP プロファイルを設

定します。詳細については、「SIP プロファイルの設定値」（P.76-1）、「SIP トランクのセキュリティ プ
ロファイルの設定」（P.25-3）、および『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

を参照してください。

ヒント トランクをリセットすると、そのトランクを使用している進行中のコールがすべて終了されます。ゲー

トウェイを再起動すると、そのゲートウェイを使用している進行中のコールを保持しようとします。そ

れ以外のデバイスでは、コールが完了するまで待機してから、再起動またはリセットされます。H.323 
または SIP デバイスの再起動やリセットは、ハードウェアを物理的に再起動またはリセットするのでは

なく、Cisco Unified Communications Manager によってロードされた設定を初期化するだけです。

SIP トランクの場合、[リスタート (Restart)] と [リセット (Reset)] は同様に動作するので、どちらをク

リックしてもすべてのアクティブ コールが接続解除されます。パケット キャプチャを使用可能または

使用不可にする場合は、トランクに対して [リスタート (Restart)] も [リセット (Reset)] も実行する必

要はありません。

表 68-1 では、ゲートキーパーによって制御された H.225 トランク、ゲートキーパーによって制御され

たクラスタ間トランク、およびゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランクの各設定値に

ついて説明します。

表 68-2 では、SIP トランクの設定値について説明します。

関連する手順の詳細については、「関連項目」（P.68-69）を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値

フィールド 説明

[デバイス情報 (Device Information)]

[デバイス名 (Device Name)] このトランクに固有の識別子を入力します。

[説明 (Description)] トランクの記述名を入力します。説明には、任意の言語で最大 50 
文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、

アンパサンド（&）、バックスラッシュ（¥）、または山カッコ

（<>）は使用できません。

[デバイスプール (Device Pool)] トランク用に適切なデバイス プールを選択します。

トランク用のデバイス プールは、トランクがコールの負荷を動的

に分散するために使用する Cisco Unified Communications 
Manager のリストを指定します。

（注） トランクのデバイス プールに属さない Cisco Unified 
Communications Manager に登録された電話機からのコー

ルは、さまざまな発信コールに対してこのデバイス プール

のさまざまな Cisco Unified Communications Manager を使

用します。ノードの選択は、順不同で行われます。

トランクのデバイス プールに属している Cisco Unified 
Communications Manager に登録された電話機からのコー

ルは、その Cisco Unified Communications Manager が起動

し動作していれば、発信コールに対して同じ Cisco Unified 
Communications Manager ノードを使用します。
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    トランクの設定値

[共通デバイス設定 (Common 
Device Configuration)]

このトランクを割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通

デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サービ

スまたは機能）が含まれています。共通デバイス設定は、[共通デ

バイス設定 (Common Device Configuration)] ウィンドウで設定し

ます。

[コールの分類 (Call 
Classification)]

このパラメータは、このトランクを経由する着信コールがネット

ワーク上にない（[オフネット (OffNet)]）と見なされるか、ある

（[オンネット (OnNet)]）と見なされるかを示します。

[コールの分類 (Call Classification)] フィールドが [システムデフォ

ルトの使用 (Use System Default)] に設定されている場合、Cisco 
Unified Communications Manager サービス パラメータ Call 
Classification の設定値により、トランクが [オンネット (OnNet)] 
か、または [オフネット (OffNet)] かが決定します。

このフィールドは、コールが [オンネット (OnNet)] または [オフ

ネット (OffNet)] の場合、それぞれの警告トーンを提供します。警

告トーンは、Cisco Unified Communications Manager アナンシ

エータによって提供されます。

発信コールを [オンネット (OnNet)] または [オフネット (OffNet)] 
として認識するには、このパラメータと [ルートパターンの設定

(Route Pattern Configuration)] ウィンドウでの設定を併用します。

[メディアリソースグループリス

ト (Media Resource Group List)]
メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され

ます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで

定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、

必要なメディア リソース、たとえば、保留音サーバを選択します。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[ロケーション (Location)] ロケーションは、Call Admission Control（CAC; コール アドミッ

ション制御）を中央集中型コール処理システムに実装する際に使

用します。CAC では、ロケーション間のリンクを経由する際に

オーディオ コールとビデオ コールで使用できる帯域幅を制限する

ことにより、オーディオ品質とビデオのアベイラビリティを調整

できます。ロケーションは、このロケーションとの間のコールに

使用可能な帯域幅の合計を指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、このトランクの適切なロ

ケーションを選択します。

ロケーションに [Hub_None] を設定すると、そのロケーションの

機能では、このトランクが消費する帯域幅を把握しません。ロ

ケーションに [Phantom] を設定すると、H.323 プロトコルまたは 
SIP を使用するクラスタ間トランクをまたいで CAC を正常に実行

できるロケーションが指定されます。

新しいロケーションを設定するには、[システム (System)] > [ロ
ケーション (Location)] メニュー オプションの順に選択します。

ロケーションの詳細については、「ロケーションの設定」（P.15-1）
を参照してください。クラスタ間トランクをまたがるロケーショ

ンベースの CAC については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「クラスタ間トランクでのロケー

ションに基づくコール アドミッション制御」を参照してください。

ロケーションは、他のロケーションに関する RSVP ポリシーとも関

連付けられます。この設定により、ロケーション ペアに基づいて 
RSVP を使用可能にしたり使用不可にしたりすることができます。

[AARグループ (AAR Group)] このデバイスの Automatic Alternate Routing（AAR; 自動代替ルー

ティング）グループを選択します。AAR グループは、帯域幅不足

のためにコールがブロックされないように、コールをルーティン

グするためのプレフィックス番号を提供します。AAR グループ設

定を [なし (None)] にすると、ブロックされたコールの再ルーティ

ングは行われません。

[トンネル化プロトコル
(Tunneled Protocol)]

このドロップダウン リスト ボックスは、H.225 トランク、ゲート

キーパー制御のトランク、およびゲートキーパー非制御のトラン

クに対して表示されます。

トランクを使用して、H.323 シグナリング メッセージ内の H.323 
以外のプロトコル情報を Cisco Unified Communications Manager 
から他の Annex M.1 準拠の H.323 PINX にトランスポート（トン

ネル）する場合は、[QSIG] オプションを選択します。Q Interface 
Signaling Protocol（QSIG）トンネルは、Call Completion、Call 
Diversion、Call Transfer、Identification Services、および 
Message Waiting Indication という機能をサポートします。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[QSIGバリアント (QSIG 
Variant)]

[QSIGバリアント (QSIG Variant)] ドロップダウン リスト ボック

スにオプションを表示するには、[トンネル化プロトコル

(Tunneled Protocol)] ドロップダウン リスト ボックスで [QSIG] を
選択します。

このパラメータは、アウトバウンド QSIG ファシリティの情報要

素で送信されるプロトコル プロファイルを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか

を選択します。

• [No Changes]：デフォルトです。別途、シスコのサポート エ
ンジニアからの指示がない限り、このパラメータはデフォルト

値のままにしておきます。

• [--選択されていません --]

• [ECMA]：プロトコル プロファイル 0x91 を使用する ECMA 
PBX に対して選択します。

• [ISO]：プロトコル プロファイル 0x9F を使用する PBX に対し

て選択します。

詳細については、次の情報を参照してください。

• [QSIGバリアント (QSIG Variant)] は、クラスタワイド パラ

メータとしても定義できます。詳細については、第 22 章
「サービス パラメータの設定」を参照してください。

• Cisco Unified Communications Manager での QSIG のサポー

トの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「IP テレフォニー プロトコルの

概要」の章の「Q.Signaling（QSIG）」を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[ASN.1 ROSE OIDエンコー

ディング (ASN.1 ROSE OID 
Encoding)]

[ASN.1 ROSE OIDエンコーディング (ASN.1 ROSE OID 
Encoding)] ドロップダウン リスト ボックスにオプションを表示す

るには、[トンネル化プロトコル (Tunneled Protocol)] ドロップダ

ウン リスト ボックスで [QSIG] を選択します。

このパラメータは、Remote Operations Service Element（ROSE; 
遠隔操作サービス要素）操作に対する Invoke Object ID（OID）を

符号化する方法を指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか

を選択します。

• [No Changes]：デフォルトです。別途、シスコのサポート エ
ンジニアからの指示がない限り、このパラメータはデフォルト

値のままにしておきます。

• [--選択されていません --]

• [Use Global Value (ECMA)]：[QSIGバリアント (QSIG 
Variant)] ドロップダウン リスト ボックスから [ECMA] オプ

ションを選択した場合は、このオプションを選択します。

• [Use Global Value (ISO)]：[QSIGバリアント (QSIG Variant)] 
ドロップダウン リスト ボックスから [ISO] オプションを選択

した場合は、このオプションを選択します。

• [Use Local Value]

詳細については、次の情報を参照してください。

• [ASN.1 ROSE OIDエンコーディング (ASN.1 ROSE OID 
Encoding)] は、クラスタワイド パラメータとしても定義でき

ます。詳細については、第 22 章「サービス パラメータの設

定」を参照してください。

• Cisco Unified Communications Manager での QSIG のサポー

トの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「IP テレフォニー プロトコルの

概要」の章の「Q.Signaling（QSIG）」を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[パケットキャプチャモード
(Packet Capture Mode)]

暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプ

チャリングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因とな

ります。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか

を選択します。

• [なし (None)]：このオプション（デフォルト設定）は、パ

ケット キャプチャリングが行われないことを示します。パ

ケット キャプチャリングが完了したら、この値に設定してく

ださい。

• [バッチ処理モード (Batch Processing Mode)]：Cisco Unified 
Communications Manager が復号化または非暗号化されたメッ

セージをファイルに書き込み、システムが各ファイルを暗号化

します。システムは毎日、新しい暗号鍵を持つ新しいファイル

を作成します。 Cisco Unified Communications Manager は、

ファイルを 7 日間保存し、また安全な場所でファイルを暗号化

する鍵も保存します。 Cisco Unified Communications Manager 
は、ファイルを PktCap 仮想ディレクトリに保存します。単一

のファイルには、タイム スタンプ、送信元 IP アドレス、送信

元 IP ポート、宛先 IP アドレス、パケット プロトコル、メッ

セージ長、およびメッセージが含まれます。IREC ツールは、
Hypertext Transfer Protocol over Secure Sockets Layer

（HTTPS）、管理者のユーザ名とパスワード、および指定日を

使用して、キャプチャされたパケットを含む単一の暗号化され

たファイルを要求します。さらに鍵情報も要求し、暗号化され

たファイルを復号化します。

ヒント パケット キャプチャリングを使用可能または使用不可にし
た後で、トランクをリセットする必要はありません。

パケットのキャプチャの詳細については、『Troubleshooting Guide 
for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

[パケットキャプチャ時間
(Packet Capture Duration)]

暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプ

チャリングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因とな

ります。

このフィールドには、パケット キャプチャリングの 1 つのセッ

ションに割り当てる最大分数を指定します。デフォルト設定は 0 
です。ただし、0 ～ 300 分の範囲で指定できます。

パケット キャプチャリングを開始するには、このフィールドに 0 
以外の値を入力します。パケット キャプチャリングの完了後、0 
が表示されます。

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Troubleshooting Guide』を参照してく

ださい。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[メディアターミネーションポイ

ントが必須 (Media Termination 
Point Required)]

このチェックボックスでは、H.323 がサポートしない機能（たとえ

ば、保留や転送）を実装するために、Media Termination Point
（MTP; メディア ターミネーション ポイント）を使用するかどうか

を指定します。

機能を実装するためにメディア ターミネーション ポイントを使用

する場合は、[メディアターミネーションポイントが必須 (Media 
Termination Point Required)] チェックボックスをオンにします。

機能を実装するためにメディア ターミネーション ポイントを使用

しない場合は、[メディアターミネーションポイントが必須 (Media 
Termination Point Required)] チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323 クライアント、および H.245 
Empty Capabilities Set をサポートしていない H.323 デバイスだけ

に使用してください。または、メディア ストリーミングを 1 つの

ソースで終了させる場合に使用してください。

MTP を使用するためにこのチェックボックスをオンにして、発信

側と着信側のどちらか一方または両方がビデオ エンドポイントに

なっている場合、そのコールは必ずオーディオとして動作します。

[ビデオコールをオーディオとし

て再試行 (Retry Video Call as 
Audio)]

このチェックボックスは、コールを受信するビデオ エンドポイン

トだけに適用されます。トランクの場合、このチェックボックス

は Cisco Unified Communications Manager から受信されたコール

には適用されますが、Wide Area Network（WAN; ワイドエリア 
ネットワーク）から受信されたコールには適用されません。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。この

デバイスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルーティン

グする直前に、オーディオ コールとして（ビデオ コールとして接

続できない場合）そのビデオ コールをリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失敗

したビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行しま

せん。この場合、コールはコール制御に失敗し、コール制御は自

動代替ルーティング（AAR）およびルート /ハント リスト経由で

コールをルーティングします。

[ファーエンドH.245ターミナル

機能セットを待機 (Wait for Far 
End H.245 Terminal Capability 
Set)]

このフィールドは H.323 デバイスだけに適用されます。

このチェックボックスでは、Cisco Unified Communications 
Manager がファーエンド H.245 ターミナル機能セットを受信した

後に、その H.245 ターミナル機能セットを送信するように指定し

ます。このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。

Cisco Unified Communications Manager が機能交換を実行するよ

うに指定するには、このチェックボックスをオフにします。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[パス置換サポート (Path 
Replacement Support)]

このチェックボックスは、[トンネル化プロトコル (Tunneled 
Protocol)] ドロップダウン リスト ボックスから [QSIG] オプション

を選択した場合に、H.225 トランク、ゲートキーパー制御のトラン

ク、およびゲートキーパー非制御のトランクに対して表示されま

す。この設定は QSIG トンネル（Annex M.1）と連動し、パス置換

を使用するコールに H.323 以外の情報を確実に送信します。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。

[トンネル化プロトコル (Tunneled Protocol)] で [QSIG] オ
プションを選択した場合、このチェックボックスは自動的

にオンになります。

[発呼側名にUTF-8を転送
(Transmit UTF-8 for Calling 
Party Name)]

このデバイスは、SIP トランクのユーザ ロケール設定を使用して、

Unicode を送信するかどうか、および受信した Unicode 情報を変

換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、デ

バイスに対するデバイス プールのユーザ ロケール設定が着信側電

話機のユーザ ロケールと一致する場合、デバイスは Unicode を送

信します。ユーザ ロケール設定が一致しない場合、デバイスは 
ASCII を送信します。

着信側デバイスは、そのデバイスの送信側デバイス プールのユー

ザ ロケール設定に基づいて、着信 Unicode 文字を変換します。

ユーザ ロケール設定が終端側の電話機のユーザ ロケールに一致し

た場合、電話機には文字が表示されます。

（注） トランクの両端に、同じ言語グループに属さないユーザ ロ
ケールが設定されている場合、電話機に表示される文字が

文字化けすることがあります。

[不在ポート (Unattended Port)] コールを不在ポート（ボイスメール ポートなど）にリダイレクト、

任意転送、および自動転送できるようにする場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

このチェックボックスのデフォルト値はオフです。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[SRTPを許可 (SRTP Allowed)] トランクを介したセキュア コールと非セキュア コールを Cisco 
Unified Communications Manager で許可する場合は、[SRTP を許

可 (SRTP Allowed)] チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオフにした場合、Cisco Unified 
Communications Manager はトランクとの Secure Real-Time 
Protocol（SRTP）ネゴシエーションを防止し、Real-Time 
Protocol（RTP）を使用します。

注意 このチェックボックスをオンにする場合は、IP セキュリ

ティを設定して、コール ネゴシエーション中に鍵や他の

セキュリティ関連の情報を公開しないようにすることを

強くお勧めします。IPSec を正しく設定しないと、

Cisco Unified Communications Manager とゲートウェイ

間のシグナリングが非セキュアになることに注意してく

ださい。

トランクの暗号化の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してくだ

さい。

[H.235パススルー使用可能
(H.235 Pass Through Allowed)]

この機能を使用すると、Cisco Unified Communications Manager 
は 2 つの H.235 エンドポイント間で、共有秘密鍵（Diffie-Hellman 
鍵）と他の H.235 データを透過的にパススルーし、2 つのエンドポ

イント間でセキュアなメディア チャネルを確立できます。

H.235 パススルーを許可するには、このチェックボックスをオンに

します。

[SAFの有効化 (Enable SAF)] このクラスタ間（非ゲートキーパー制御）トランクを SAF に対し

て有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

SAF に対してトランクが有効になっている場合は、トランクでコー

ル制御ディスカバリ機能をサポートできます。[アドバタイジング

サービス (Advertising Service)] ウィンドウで CCD アドバタイジン

グ サービスに割り当てられている SAF 有効トランクは、SAF ネッ

トワークを使用するリモート コール制御エンティティからの着信

コールを処理します （[コールルーティング (Call Routing)] > [コー

ル制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [アドバタイジング

サービス (Advertising Service)]）。CCD 要求サービスに割り当てら

れている SAF 有効トランクは、学習パターンへの発信コールを処

理します （[コールルーティング (Call Routing)] > [コール制御ディ

スカバリ (Call Control Discovery)] > [要求サービス (Requesting 
Service)]）。

コール制御ディスカバリ機能の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「コー

ル制御ディスカバリ」を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[信頼できるリレーポイントを使

用 (Use Trusted Relay Point)]
ドロップダウン リスト ボックスで、Cisco Unified 
Communications Manager がこのメディア エンドポイントに対し

て Trusted Relay Point（TRP; 信頼できるリレー ポイント デバイ

ス）を挿入するかどうかを選択します。次のいずれかの値を選択

します。

• [デフォルト (Default)]：この値を選択すると、デバイスでは、

このデバイスに関連付けられた共通デバイス設定の [信頼でき

るリレーポイントを使用 (Use Trusted Relay Point)] の設定値

が使用されます。

• [オフ (Off)]：この値を選択すると、このデバイスに対して 
TRP が使用不可になります。この設定値は、このデバイスに

関連付けられた共通デバイス設定の [信頼できるリレーポイン

トを使用 (Use Trusted Relay Point)] の設定値よりも優先され

ます。

• [オン (On)]：この値を選択すると、このデバイスに対して 
TRP が使用可能になります。この設定値は、このデバイスに

関連付けられた共通デバイス設定の [信頼できるリレーポイン

トを使用 (Use Trusted Relay Point)] の設定値よりも優先され

ます。

信頼できるリレー ポイント（TRP）デバイスには、Trusted Relay 
Point というラベルの付いた MTP またはトランスコーダ デバイス

が指定されます。

エンドポイントに複数のリソース（たとえば、トランスコーダや 
RSVPAgent）が必要な場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、関連付けられたエンドポイント デバイスに最も近い 
TRP を配置します。

エンドポイントに TRP と MTP の両方が必要な場合、TRP は必須

の MTP として使用されます。コール動作の詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified Communications Manager での TRP の挿入」を参

照してください。

エンドポイントに TRP と RSVPAgent の両方が必要な場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、TRP としても使用可能な 
RSVPAgent を最初に検索します。

エンドポイントに TRP とトランスコーダの両方が必要な場合、

Cisco Unified Communications Manager は、TRP にも指定されて

いるトランスコーダを最初に検索します。

ネットワーク仮想化および信頼できるリレーポイントの詳しい説

明については、『Cisco Unified Communications Manager システム 
ガイド』の「メディア リソースの管理」の章の「信頼済みリレー 
ポイント」の項、およびそのサブトピックを参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[PSTNアクセス (PSTN Access)] Cisco Intercompany Media Engine 機能を使用する場合、このトラ

ンク経由で発信されたコールが PSTN に到達する可能性があるこ

とを示すには、このチェックボックスをオンにします。このトラ

ンク デバイス経由のすべてのコールが PSTN に到達しない場合で

も、このチェックボックスをオンにします。たとえば、コールが 
PSTN に到達する可能性がある場合、タンデム トランクまたは 
H.323 ゲートキーパーによりルーティングされるトランクについて

このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、このトランク デバイス経由

で発信されたコールを検証するための Voice Call Records（VCRs; 
音声コール レコード）が作成およびアップロードされます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

Cisco Intercompany Media Engine の詳細については、『Cisco 
Intercompany Media Engine Installation and Configuration Guide』
を参照してください。

[Intercompany Media Engine (IME)]

[E.164トランスフォーメーショ

ンプロファイル (E.164 
Transformation Profile)]

Cisco Intercompany Media Engine を使用し、コールが PSTN に到

達する可能性がある場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。詳細については、『Cisco Intercompany Media Engine 
Installation and Configuration Guide』を参照してください。

ドロップダウン リスト ボックスで、[Intercompany Media Service 
E.164トランスフォーメーションの設定 (Intercompany Media 
Services E.164 Transformation Configuration)] ウィンドウで作成

した適切な E.164 トランスフォーメーションを選択します（[拡張

機能 (Advanced Features)] > [Intercompany Media Services] > 
[E.164トランスフォーメーション (E.164 Transformation)]）。

Cisco Intercompany Media Engine の詳細については、『Cisco 
Intercompany Media Engine Installation and Configuration Guide』
を参照してください。

[着信発呼者の設定 (Incoming Calling Party Settings)]

[プレフィックス設定のクリア
(Clear Prefix Settings)]

すべての発呼側番号タイプのプレフィックスをすべて削除するに

は、[プレフィックス設定のクリア (Clear Prefix Settings)] をク

リックします。

[デフォルトプレフィックス設定
(Default Prefix Settings)]

すべてのプレフィックス フィールドに対してデフォルト値を同時

に入力するには、[デフォルトプレフィックス設定 (Default Prefix 
Settings)] をクリックします。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[国内番号 (National Number)] [発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] の値として [国内

(National)] を使用する発呼側番号をグローバル化するには、次の

フィールドを設定します。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] 
に [国内 (National)] を使用する発呼側番号に、このフィール

ドに入力されたプレフィックスを適用します。8 文字まで入力

でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリスク

（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができます。プ

レフィックスを入力する代わりに、Default という文字を入力

することもできます。

[プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示された

場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できません。

この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバ

イスに適用されるデバイス プールから [プレフィックス

(Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip Digits)] フィール

ドの設定を取得します。[デバイスプール設定 (Device Pool 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字が表示されている場合、

Cisco Unified Communications Manager は、サービス パラ

メータ設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これ

はプレフィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスが適用される前に [国内 (National)] タ
イプの発呼側番号から削除する桁数（最大 24）を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [国内番号

(National Number)] フィールドのコーリング サーチ スペース

を使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [国内 (National)] 発呼側番号タ

イプの発呼側番号をグローバル化できます。選択するコーリン

グ サーチ スペースに、このデバイスに割り当てる発呼側トラ

ンスフォーメーション パターンが含まれていることを確認し

てください。

コールが発信される前に、デバイスは番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。CSS を [な
し (None)] に設定すると、トランスフォーメーションの照合と

適用は行われません。発呼側トランスフォーメーション パ
ターンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌル パー

ティションに設定してください。

ヒント これらを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の
「[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲー
トウェイの設定 (Gateway Configuration)]、または [トラン
クの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウでの着信コール
発信側の設定」を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明



 

68-14
Cisco Unified Communications Manager アドミニストレーション ガイド

第 68 章     トランクの設定

    トランクの設定値

[国際番号 (International 
Number)]

[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] の値として [国際

(International)] を使用する発呼側番号をグローバル化するには、

次のフィールドを設定します。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] 
に [国際 (International)] を使用する発呼側番号に、このフィー

ルドに入力されたプレフィックスを適用します。8 文字まで入

力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリスク

（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができます。プ

レフィックスを入力する代わりに、Default という文字を入力

することもできます。

[プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示された

場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できません。

この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバ

イスに適用されるデバイス プールから [プレフィックス

(Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip Digits)] フィール

ドの設定を取得します。[デバイスプール設定 (Device Pool 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字が表示されている場合、

Cisco Unified Communications Manager は、サービス パラ

メータ設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これ

はプレフィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスが適用される前に [国際

(International)] タイプの発呼側番号から削除する桁数（最大 
24）を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [国際番号

(International Number)] フィールドのコーリング サーチ スペー

スを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [国際 (International)] 発呼側番号

タイプの発呼側番号をグローバル化できます。選択する発呼側

トランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り当て

る発呼側トランスフォーメーション パターンが含まれている

ことを確認してください。

コールが発信される前に、デバイスは番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。CSS を [な
し (None)] に設定すると、トランスフォーメーションの照合と

適用は行われません。発呼側トランスフォーメーション パ
ターンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌル パー

ティションに設定してください。

ヒント これらを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の
「[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲー
トウェイの設定 (Gateway Configuration)]、または [トラン
クの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウでの着信コール
発信側の設定」を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[加入者番号 (Subscriber 
Number)]

[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] の値として [加入

者 (Subscriber)] を使用する発呼側番号をグローバル化するには、

次のフィールドを設定します。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] 
の値として [加入者 (Subscriber)] を使用する発呼側番号に、こ

のフィールドに入力されたプレフィックスを適用します。8 文
字まで入力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アス

タリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができ

ます。

[プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示された

場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できません。

この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバ

イスに適用されるデバイス プールから [プレフィックス

(Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip Digits)] フィール

ドの設定を取得します。[デバイスプール設定 (Device Pool 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字が表示されている場合、

Cisco Unified Communications Manager は、サービス パラ

メータ設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これ

はプレフィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスが適用される前に [加入者

(Subscriber)] タイプの発呼側番号から削除する桁数（最大 24）
を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [加入者番号

(Subscriber Number)] フィールドのコーリング サーチ スペー

スを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [加入者 (Subscriber)] 発呼側番号

タイプの発呼側番号をグローバル化できます。選択する CSS 
に、このデバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーショ

ン パターンが含まれていることを確認してください。

コールが発信される前に、デバイスは番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。CSS を [な
し (None)] に設定すると、トランスフォーメーションの照合と

適用は行われません。発呼側トランスフォーメーション パ
ターンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌル パー

ティションに設定してください。

ヒント これらを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の

「[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[
ゲートウェイの設定 (Gateway Configuration)]、または [ト
ランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウでの着信
コール発信側の設定」を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[不明な番号 (Unknown 
Number)]

[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] に [不明

(Unknown)] を使用する発呼側番号をグローバル化するには、次の

設定を行います。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] 
の値として [不明 (Unknown)] を使用する発呼側番号に、この

フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。8 文字

まで入力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリ

スク（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができます。

[プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示された

場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できません。

この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバ

イスに適用されるデバイス プールから [プレフィックス

(Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip Digits)] フィール

ドの設定を取得します。[デバイスプール設定 (Device Pool 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字が表示されている場合、

Cisco Unified Communications Manager は、サービス パラ

メータ設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これ

はプレフィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスが適用される前に [不明

(Unknown)] タイプの発呼側番号から削除する桁数（最大 24）
を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [不明な番号

(Unknown Number)] フィールドのコーリング サーチ スペース

を使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [不明 (Unknown)] 発呼側番号タ

イプの発呼側番号をグローバル化できます。選択する発呼側ト

ランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り当てる

発呼側トランスフォーメーション パターンが含まれているこ

とを確認してください。

コールが発信される前に、デバイスは番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。CSS を [な
し (None)] に設定すると、トランスフォーメーションの照合と

適用は行われません。発呼側トランスフォーメーション パ
ターンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌル パー

ティションに設定してください。

ヒント これらを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の
「[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲー
トウェイの設定 (Gateway Configuration)]、または [トラン
クの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウでの着信コール
発信側の設定」を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[着信の着呼側設定 (Incoming Called Party Settings)]
H.323 プロトコルは、国際的なエスケープ文字 + をサポートしていません。+ を含め正しいプレ

フィックスが H.323 トランク経由の着信コールに適用されるようにするには、着信の着呼側設定を行

います。つまり、着信の着呼側設定を行うことにより、着信コールが H.323 トランク経由で到達した

ときに、Cisco Unified Communications Manager によって、着信側番号がトランク経由で最初に送信

された値に変換されるようになります。

[プレフィックス設定のクリア
(Clear Prefix Settings)]

すべての着信側番号タイプのプレフィックスをすべて削除するに

は、[プレフィックス設定のクリア (Clear Prefix Settings)] をク

リックします。

[デフォルトプレフィックス設定
(Default Prefix Settings)]

すべてのプレフィックス フィールドに対してデフォルト値を同時

に入力するには、[デフォルトプレフィックス設定 (Default Prefix 
Settings)] をクリックします。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[国内番号 (National Number)] [着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] の値として [国内

(National)] を使用する着信の着呼側番号を変換するには、次の

フィールドを設定します。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] 
の値として [国内 (National)] を使用する着信側番号に、この

フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。16 文
字まで入力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アス

タリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができ

ます。プレフィックスを入力する代わりに、Default という文

字を入力することもできます。

ヒント [プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示され
た場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager 
は、デバイスに適用されるデバイス プールから [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip 
Digits)] フィールドの設定を取得します。[デバイスプール
設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default という文字が表
示されている場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、サービス パラメータ設定を着信の着呼側のプ
レフィックスに適用します。これはプレフィックスと削除
桁数の両方の機能をサポートします。

ヒント [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プ
レフィックス (Prefix)] フィールドをブランクのままにする
か、または [プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な
設定を入力する必要があります。[削除桁数 (Strip Digits)] 
フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字を入力しないでください。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスの適用前に [国内 (National)] タイ

プの着信側番号から除去する桁数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [国内番号

(National Number)] フィールドのコーリング サーチ スペース

を使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [国内 (National)] 着信側番号タ

イプの着信側番号を変換できます。[なし (None)] を選択する

と、着信の着呼側番号の変換は行われません。選択するコーリ

ング サーチ スペースに、このデバイスに割り当てる着信側ト

ランスフォーメーション パターンが含まれていることを確認

してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[国際番号 (International 
Number)]

[着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] の値として [国際

(International)] を使用する着信の着呼側番号を変換するには、次

のフィールドを設定します。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] 
の値として [国際 (International)] を使用する着信側番号に、こ

のフィールドに入力されたプレフィックスを適用します。16 
文字まで入力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、ア

スタリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含めることがで

きます。プレフィックスを入力する代わりに、Default という

文字を入力することもできます。

ヒント [プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示され
た場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager 
は、デバイスに適用されるデバイス プールから [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip 
Digits)] フィールドの設定を取得します。[デバイスプール
設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default という文字が表
示されている場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、サービス パラメータ設定を着信の着呼側のプ
レフィックスに適用します。これはプレフィックスと削除
桁数の両方の機能をサポートします。

ヒント [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プ
レフィックス (Prefix)] フィールドをブランクのままにする
か、または [プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な
設定を入力する必要があります。[削除桁数 (Strip Digits)] 
フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字を入力しないでください。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスの適用前に [国際 (International)] 
タイプの着信側番号から除去する桁数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイス

に適用されるデバイス プールで設定された [国際番号

(International Number)] フィールドのコーリング サーチ スペー

スを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [国際 (International)] 着信側番号

タイプの着信側番号を変換できます。[なし (None)] を選択す

ると、着信の着呼側番号の変換は行われません。選択するコー

リング サーチ スペースに、このデバイスに割り当てる着信側

トランスフォーメーション パターンが含まれていることを確

認してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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    トランクの設定値

[不明な番号 (Unknown 
Number)]

[着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] の値として [不明

(Unknown)] を使用する着信の着呼側番号を変換するには、次の

フィールドを設定します。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] 
の値として [不明 (Unknown)] を使用する着信番号に、この

フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。16 文
字まで入力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アス

タリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができ

ます。プレフィックスを入力する代わりに、Default という文

字を入力することもできます。

ヒント [プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示され
た場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager 
は、デバイスに適用されるデバイス プールから [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip 
Digits)] フィールドの設定を取得します。[デバイスプール
設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default という文字が表
示されている場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、サービス パラメータ設定を着信の着呼側のプ
レフィックスに適用します。これはプレフィックスと削除
桁数の両方の機能をサポートします。

ヒント [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プ
レフィックス (Prefix)] フィールドをブランクのままにする
か、または [プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な
設定を入力する必要があります。これらのウィンドウで [
削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定する場合は、[プ
レフィックス (Prefix)] フィールドに Default と入力しない
でください。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスの適用前に [不明 (Unknown)] タイ

プの着信側番号から除去する桁数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [不明な番号

(Unknown Number)] フィールドのコーリング サーチ スペース

を使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [不明 (Unknown)] 着信側番号タ

イプの着信側番号を変換できます。[なし (None)] を選択する

と、着信の着呼側番号の変換は行われません。選択するコーリ

ング サーチ スペースに、このデバイスに割り当てる着信側ト

ランスフォーメーション パターンが含まれていることを確認

してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[加入者番号 (Subscriber 
Number)]

[着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] の値として [加入

者 (Subscriber)] を使用する着信の着呼側番号を変換するには、次

のフィールドを設定します。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[着信側番号タイプ (Called Party Number Type)] 
の値として [加入者 (Subscriber)] を使用する着信番号に、この

フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。16 文
字まで入力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アス

タリスク（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができ

ます。プレフィックスを入力する代わりに、Default という文

字を入力することもできます。

ヒント [プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示され
た場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できま
せん。この場合、Cisco Unified Communications Manager 
は、デバイスに適用されるデバイス プールから [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip 
Digits)] フィールドの設定を取得します。[デバイスプール
設定 (Device Pool Configuration)] ウィンドウの [プレ
フィックス (Prefix)] フィールドに Default という文字が表
示されている場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、サービス パラメータ設定を着信の着呼側のプ
レフィックスに適用します。これはプレフィックスと削除
桁数の両方の機能をサポートします。

ヒント [削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定するには、[プ
レフィックス (Prefix)] フィールドをブランクのままにする
か、または [プレフィックス (Prefix)] フィールドに有効な
設定を入力する必要があります。[削除桁数 (Strip Digits)] 
フィールドを設定するには、[プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字を入力しないでください。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスの適用前に [加入者 (Subscriber)] 
タイプの着信側番号から除去する桁数を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [加入者番号

(Subscriber Number)] フィールドのコーリング サーチ スペー

スを使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [加入者 (Subscriber)] 着信側番号

タイプの着信側番号を変換できます。[なし (None)] を選択す

ると、着信の着呼側番号の変換は行われません。選択するコー

リング サーチ スペースに、このデバイスに割り当てる着信側

トランスフォーメーション パターンが含まれていることを確

認してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[MLPP情報 (Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information)]

[MLPPドメイン (MLPP 
Domain)]

ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイスに関連付ける 
MLPP ドメインを選択します。このフィールドをブランクのまま

にすると、このデバイスの MLPP ドメインは、デバイス プールに

設定された値から継承されます。デバイス プールに MLPP ドメイ

ンの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメインは、MLPP 
Domain Identifier エンタープライズ パラメータに設定された値か

ら継承されます。

[MLPP表示 (MLPP Indication)] 優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にそ

の再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、

デバイスに割り当てる設定を選択します。

• [デフォルト (Default)]：このデバイスは、デバイス プールか

ら [MLPP表示 (MLPP Indication)] の設定値を引き継ぎます。

• [オフ (Off)]：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制

御も処理もしません。

• [オン (On)]：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制

御し処理します。

（注） [MLPP表示 (MLPP Indication)] を [オフ (Off)] または [デ
フォルト (Default)]（デフォルトが [オフ (Off)] の場合）に

設定し、かつ [MLPPプリエンプション (MLPP 
Preemption)] を [強制 (Forceful)] に設定するという組み合

わせでデバイスを設定することはできません。

[コールルーティング情報 (Call Routing Information)]

[インバウンドコール (Inbound Calls)]

[有意な数字 (Significant 
Digits)]

有意な数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表しま

す。このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。H.323 
デバイスに着信するコールのルーティングに使用される数字の桁

数を指定します。

収集する有意な数字の桁数（0 ～ 32）を選択します。 Cisco Unified 
Communications Manager は、有意な数字をコールされた番号の右

側（最後の桁）からカウントします。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]

ドロップダウン リスト ボックスから、適切なトランクのコーリン

グ サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、

収集された（発信）番号のルーティング方法を決定するために検

索されるルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ

のドロップダウン リスト ボックスで表示する項目数を設定するこ

とができます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータ

で指定した数よりも多くのコーリング サーチ スペースが存在する

場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に [検索 (Find)] ボタン

が表示されます。[検索 (Find)] ボタンをクリックして、[コーリン

グサーチスペースの検索と一覧表示 (Find and List Calling Search 
Spaces)] ウィンドウを表示します。詳細については、「コーリング 
サーチ スペースの設定値」（P.41-1）を参照してください。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、[システム

(System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise 
Parameters)] の順に選択し、[CCMAdmin Parameters] を選

択します。

[AARコーリングサーチスペー

ス (AAR Calling Search Space)]
自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用する

コーリング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング サー

チ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされないよ

うに、収集された（発信）番号のルーティング方法を決定するた

めに検索されるパーティションの集合を指定します。

[プレフィックスDN(Prefix 
DN)]

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力

します。

Cisco Unified Communications Manager は、まず、[有意な数字

(Significant Digits)] 設定値に従って番号を切り捨てた後、プレ

フィックス番号を追加します。

国際的なエスケープ文字 + を入力することができます。

[番号 IE配信のリダイレクト - 
インバウンド (Redirecting 
Number IE Delivery - Inbound)]

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 SETUP 
メッセージの Redirecting Number IE を受理するには、このチェッ

クボックスをオンにします （Redirecting Number IE は、SETUP 
メッセージの UUIE 部分に含まれます）。

Redirecting Number IE を除外するには、このチェックボックスを

オフにします。

ボイスメッセージ統合だけで Redirecting Number IE を使用しま

す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポー

トするように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。[ト
ンネル化プロトコル (Tunneled Protocol)] ドロップダウン 
リスト ボックスで [QSIG] オプションを選択した場合は、

このチェックボックスをオンにできません。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[インバウンドFastStartを有効

にする (Enable Inbound 
FastStart)]

着信コールで H.323 FastStart コール接続を可能にするには、この

チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイ用のチェックボックスはオフ

になっています。

クラスタ間コールの場合、他のクラスタの Cisco Unified 
Communications Manager サーバで [インバウンドFastStartを有効

にする (Enable Inbound FastStart)] チェックボックスをオンにし

て、外部 FastStart を機能させる必要があります。

[アウトバウンドコール (Outbound Calls)]

[着信側トランスフォーメーショ

ンCSS(Called Party 
Transformation CSS)]

この設定を使用すると、デバイス上で着信側番号をローカライズ

できます。選択する着信側トランスフォーメーション CSS に、こ

のデバイスに割り当てる着信側トランスフォーメーション パター

ンが含まれていることを確認してください。

（注） [着信側トランスフォーメーションCSS(Called Party 
Transformation CSS)] を [なし (None)] に設定すると、トラ

ンスフォーメーションの照合と適用は行われません。[着信

側トランスフォーメーションCSS(Called Party 
Transformation CSS)] は、必ず、ルーティングに使用されな

い非ヌル パーティションに設定してください。

[デバイスプールの着信側トラン

スフォーメーションCSSを使用
(Use Device Pool Called Party 
Transformation CSS)]

このデバイスに割り当てられたデバイス プールに設定されている

着信側トランスフォーメーション CSS を使用するには、この

チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフ

にした場合、デバイスでは、[トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウでこのデバイスに設定した [着信側トラ

ンスフォーメーションCSS(Called Party Transformation CSS)] が
使用されます。

[発呼側トランスフォーメーショ

ンCSS(Calling Party 
Transformation CSS)]

この設定を使用すると、デバイスの発呼側番号をローカライズで

きます。選択する発呼側トランスフォーメーション CSS に、この

デバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーション パターン

が含まれていることを確認してください。

ヒント コールが発信される前に、デバイスは番号分析を使用してト
ランスフォーメーションを適用する必要があります。[発呼
側トランスフォーメーションCSS(Calling Party 
Transformation CSS)] を [なし (None)] に設定すると、トラ
ンスフォーメーションの照合と適用は行われません。[発呼
側トランスフォーメーションパターン (Calling Party 
Transformation Pattern)] は、必ず、ルーティングに使用され
ない非ヌル パーティションに設定してください。

[デバイスプールの発呼側トラン

スフォーメーションCSSを使用
(Use Device Pool Calling Party 
Transformation CSS)]

このデバイスに割り当てられたデバイス プールに設定されている

発呼側トランスフォーメーション CSS を使用するには、この

チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフ

にした場合、デバイスでは、[トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウで設定した [発呼側トランスフォーメー

ションCSS(Calling Party Transformation CSS)] が使用されます。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[発呼者の選択 (Calling Party 
Selection)]

ゲートウェイ上の発信コールで送信される電話番号を選択します。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

• [発信元 (Originator)]：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号 (First Redirect Number)]：転送デバ

イスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号 (Last Redirect Number)]：最後に

コールを転送するデバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（外部）(First Redirect Number 
(External))]：リダイレクト元のデバイスの外部電話番号を送

信します。

• [最後のリダイレクト番号（外部）(Last Redirect Number 
(External))]：コールをリダイレクトする最後のデバイスの外

部電話番号を送信します。

[発呼者回線 IDの表示 (Calling 
Line ID Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は、着信側の番号表示画

面での発呼側番号の表示を制御するために、補助的なサービスと

して Calling Line ID Presentation（CLIP; 発呼者回線 ID の表示）

を使用します。

CLIP の設定を変更しない場合は、[デフォルト (Default)] を選択し

ます。発呼側番号情報を表示する場合は、[許可 (Allowed)] を選択

します。発呼側番号情報を表示しない場合は、[非許可

(Restricted)] を選択します。

[着信側 IE番号タイプが不明
(Called Party IE Number Type 
Unknown)]

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、着信側電話番号（DN）

のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、North 
American Numbering Plan（NANP）やヨーロッパのダイヤル プラ

ン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更

しないようにお勧めします。Cisco Unified Communications 
Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パターンを認識しないの

で、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が必要になる場合があり

ます。この設定は、着信側電話番号が国別以外の番号計画タイプに

符号化されることを期待する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Cisco Unified Communications Manager]：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場合

に使用します。

• [不明 (Unknown)]：ダイヤリング プランが不明の場合に使用

します。

• [国内 (National)]：使用国のダイヤリング プランの地域内でダ

イヤルする場合に使用します。

• [国際 (International)]：使用国のダイヤリング プラン以外の地

域でダイヤルする場合に使用します。

• [加入者 (Subscriber)]：短縮登録者番号を使用して登録者にダ

イヤルしている場合に使用します。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[発呼側 IE番号タイプが不明
(Calling Party IE Number Type 
Unknown)]

発信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、発信側電話番号

（DN）のタイプを設定します。ダイヤル プラン（たとえば、

NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）について十分な経験があ

る場合を除いて、デフォルト値を変更しないようにお勧めします。

Cisco Unified Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダ

イヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト

値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側電

話番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期待す

る PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Cisco Unified Communications Manager]：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号のタイプを設定する場合

に使用します。

• [不明 (Unknown)]：ダイヤリング プランが不明の場合に使用

します。

• [国内 (National)]：使用国のダイヤリング プランの地域内でダ

イヤルする場合に使用します。

• [国際 (International)]：使用国のダイヤリング プラン以外の地

域でダイヤルする場合に使用します。

• [加入者 (Subscriber)]：短縮登録者番号を使用して登録者にダ

イヤルしている場合に使用します。

ヒント [発呼側 IE番号タイプが不明 (Calling Party IE Number 
Type Unknown)] 設定値は、[ゲートウェイの設定
(Gateway Configuration)] ウィンドウおよび [トランクの設
定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで設定できます。こ
の設定値を設定できる場合、デフォルトの [Cisco Unified 
Communications Manager] 以外のオプションを選択する
と、このフィールドの設定値によって、特定のゲートウェ
イを通過する発信コールの [発呼側番号タイプ (Calling 
Party Number Type)] 設定値は上書きされます。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[着信番号計画 (Called 
Numbering Plan)]

着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、着信側 DN の番号計

画を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ

パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、

デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター

ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が必

要になる場合があります。この設定は、着信側番号計画が国別以

外の番号計画に符号化されることを期待する PBX への接続時にも

変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Cisco Unified Communications Manager]：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号の番号計画を設定する場

合に使用します。

• [ISDN]：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤル

する場合に使用します。

• [国内標準 (National Standard)]：使用国のダイヤリング プラン

の地域内でダイヤルする場合に使用します。

• [非通知 (Private)]：プライベート ネットワーク内でダイヤル

する場合に使用します。

• [不明 (Unknown)]：ダイヤリング プランが不明の場合に使用

します。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[発呼番号計画 (Calling 
Numbering Plan)]

発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco Unified Communications Manager は、発信側 DN の番号計

画を設定します。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッ

パのダイヤル プラン）について十分な経験がある場合を除いて、

デフォルト値を変更しないようにお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター

ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が必

要になる場合があります。この設定は、発呼番号計画が国別以外

の番号計画に符号化されることを期待する PBX への接続時にも変

更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• [Cisco Unified Communications Manager]：Cisco Unified 
Communications Manager が電話番号の番号計画を設定する場

合に使用します。

• [ISDN]：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤル

する場合に使用します。

• [国内標準 (National Standard)]：使用国のダイヤリング プラン

の地域内でダイヤルする場合に使用します。

• [非通知 (Private)]：プライベート ネットワーク内でダイヤル

する場合に使用します。

• [不明 (Unknown)]：ダイヤリング プランが不明の場合に使用

します。

[発信者 ID DN(Caller ID DN)] トランクからの発信コールで、発信者 ID をフォーマットするのに

使用するパターンを、0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表しま

す。この番号が指定されていない場合、セントラル オフィス

（CO）は、エリア コードとともにこの番号を追加します。

• 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元の正確な内線番号

の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用します。こ

の番号が指定されていない場合、CO は、エリア コードととも

にこの番号を追加します。

国際的なエスケープ文字 + を入力することができます。

[IE配信を表示 (Display IE 
Delivery)]

発信側と着信側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP およ

び CONNECT メッセージ内で、表示 Information Element（IE; 情
報要素）のデリバリを可能にするには、このチェックボックスを

オンにします。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオンです。

[トンネル化プロトコル (Tunneled Protocol)] ドロップダ

ウン リスト ボックスで [QSIG] オプションを選択した場合

は、このチェックボックスをオンにできません。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）
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[番号 IE配信のリダイレクト - 
アウトバウンド (Redirecting 
Number IE Delivery - 
Outbound)]

コールが自動転送された場合にコールの最初の転送番号と転送理由

を示すには、このチェックボックスをオンにします （Redirecting 
Number IE は、Cisco Unified Communications Manager からの発信 
SETUP メッセージの UUIE 部分に含まれます）。

最初の転送番号と転送理由を除外するには、このチェックボック

スをオフにします。

ボイスメッセージ統合だけで Redirecting Number IE を使用しま

す。ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポー

トするように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオンです。

[トンネル化プロトコル (Tunneled Protocol)] ドロップダ

ウン リスト ボックスで [QSIG] オプションを選択した場合

は、このチェックボックスをオンにできません。

[アウトバウンドFastStartを有

効にする (Enable Outbound 
FastStart)]

発信コールで H.323 FastStart 機能を使用可能にするには、この

チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイまたはトランク用のチェック

ボックスはオフになっています。

[アウトバウンドFastStartを有効にする (Enable Outbound 
FastStart)] チェックボックスがオンの場合、[メディアターミネー

ションポイントが必須 (Media Termination Point Required)]、[メ
ディアリソースグループリスト (Media Resource Group List)]、お

よび [アウトバウンドFastStart用コーデック (Codec For Outbound 
FastStart)] を設定する必要があります。

[アウトバウンドFastStart用
コーデック (Codec For 
Outbound FastStart)]

発信 FastStart コール用に H.323 デバイスとともに使用するため、

次のいずれかのコーデックを選択します。

• [G711 mu-law 64K]（デフォルト）

• [G711 a-law 64K]

• [G723]

• [G729]

• [G729AnnexA]

• [G729AnnexB]

• [G729AnnexA-AnnexB]

[アウトバウンドFastStartを有効にする (Enable Outbound 
FastStart)] チェックボックスがオンの場合、発信 FastStart コール

をサポートしているコーデックを選択する必要があります。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）
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[ゲートキーパー情報 (Gatekeeper Information)]

（ゲートキーパーによって制御された H.225 トランクまたはクラスタ間トランク）

[ゲートキーパー名 (Gatekeeper 
Name)]

このトランクを制御するゲートキーパーを選択します。

（注） ゲートキーパーによって制御されるトランクが H.323 ダイ

ナミック アドレッシングを使用してゲートキーパーに正し

く登録されるようにするには、Send Product ID and 
Version ID サービス パラメータを [True] に設定する必要が

あります （デフォルトは [False] です）。この設定を行うに

は、[システム (System)] > [サービスパラメータ (Service 
Parameters)] の順に選択して、[サービスパラメータ設定

(Service Parameter Configuration)] ウィンドウの 
[Clusterwide Parameters (Device - H323)] で Cisco 
CallManager サービスの Send Product ID and Version ID 
サービス パラメータを見つけます。

[ターミナルタイプ (Terminal 
Type)]

このトランクが制御するデバイスすべてのタイプを指定します。

通常のトランク コール アドミッション制御には、このフィールド

に常に [ゲートウェイ (Gateway)] を設定します。

[テクノロジープレフィックス
(Technology Prefix)]

ゲートキーパーで gw-type-prefix を設定するときに、各 Cisco 
Unified Communications Manager の IP アドレスを入力する必要を

なくすために使用します。

• このフィールドをブランクのままにする（デフォルト値）場合

は、ゲートキーパーで gw-type-prefix コマンドを入力すると

きに、ゲートキーパーに登録できる各 Cisco Unified 
Communications Manager の IP アドレスを指定する必要があ

ります。

• このフィールドを使用する場合は、ここで入力した値が、ゲー

トキーパーの gw-type-prefix コマンドで指定した type-prefix 
値と正確に一致することを確認します。

たとえば、このフィールドをブランクのままにした場合、IP アド

レス 10.1.1.2 と 11.1.1.3 を持つ 2 つの Cisco Unified 
Communications Manager があるときは、ゲートキーパーで次の 
gw-type-prefix コマンドを入力します。

gw-type-prefix 1#* default-technology gw ip 10.1.1.2 gw ip 
11.1.1.3

このフィールドに 1#* を入力した場合、ゲートキーパーで次の 
gw-type-prefix コマンドを入力します。

gw-type-prefix 1#* default-technology

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）
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[ゾーン (Zone)] Cisco Unified Communications Manager が登録されるゲートキー

パーに関して特定ゾーンを要求するには、このオプション フィー

ルドを使用します。[ゾーン (Zone)] は、このゾーンと別のゾーン

との間のコールに使用可能な帯域幅の合計を指定します。

• このフィールドに値を入力しない場合は、ゲートキーパー上の 
zone subnet コマンドによって、Cisco Unified 
Communications Manager が登録されるゾーンが決まります。

大部分の設定では、デフォルト値をお勧めします。

• ゲートキーパー上の特定のゾーンに Cisco Unified 
Communications Manager を登録する場合は、zone コマンド

を使用してゲートキーパー上で設定されたゾーン名と正確に一

致する値を入力します。このフィールドにゾーン名を指定する

と、ゲートキーパーに登録される各 Cisco Unified 
Communications Manager に対して、zone subnet コマンドを

入力する必要がなくなります。

詳細については、使用しているゲートキーパーのコマンド リファ

レンス マニュアルを参照してください。

[リモートのCisco Unified CM情報 (Remote Cisco Unified Communications Manager Information)]

（ゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランク）

[サーバ 1 IPアドレス /ホスト名
(Server 1 IP Address/Host 
Name)]

このトランクがアクセスする最初のリモート Cisco Unified 
Communications Manager の IP アドレスまたはホスト名を入力し

ます。

[サーバ 2 IPアドレス /ホスト名
(Server 2 IP Address/Host 
Name)]

このトランクがアクセスする 2 番目のリモート Cisco Unified 
Communications Manager の IP アドレスまたはホスト名を入力し

ます。

（注） ゲートキーパーによって制御されないこのクラスタ間トラ

ンクが、ゲートキーパーによって制御されないリモート ク
ラスタ間トランクのデバイス プールにアクセスし、そのデ

バイス プールに 2 番目の Cisco Unified Communications 
Manager ノードがある場合は、このフィールドに 2 番目の

リモート Cisco Unified Communications Manager の IP ア
ドレスとホスト名を入力する必要があります。

[サーバ 3 IPアドレス /ホスト名
(Server 3 IP Address/Host 
Name)]

このトランクがアクセスする 3 番目のリモート Cisco Unified 
Communications Manager の IP アドレスまたはホスト名を入力し

ます。

（注） ゲートキーパーによって制御されないこのクラスタ間トラ

ンクが、ゲートキーパーによって制御されないリモート ク
ラスタ間トランクのデバイス プールにアクセスし、そのデ

バイス プールに 3 番目の Cisco Unified Communications 
Manager ノードがある場合は、このフィールドに 3 番目の

リモート Cisco Unified Communications Manager の IP ア
ドレスとホスト名を入力する必要があります。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[UUIE の設定 (UUIE Configuration)]

[UUIE を介した優先レベルの通

知 (Passing Precedence Level 
Through UUIE)]

MLPP 情報が PRI 4ESS UUIE フィールドを通過できるようにする

には、このチェックボックスをオンにします。このボックスは、

DRSN スイッチとの相互作用に使用されます。

PRI 4ESS の [PRI プロトコルタイプ (PRI Protocol Type)] 値がこの

トランクに指定されている場合に限り、システムによってこの

チェックボックスが使用可能になります。

デフォルト値は、オフです。

[セキュリティアクセスレベル
(Security Access Level)]

セキュリティ アクセス レベルの値を入力します。有効値は 00 ～ 
99 です。[UUIE を介した優先レベルの通知 (Passing Precedence 
Level Through UUIE)] チェックボックスがオンの場合に限り、こ

のフィールドを使用できます。デフォルト値は 2 です。

[位置情報の設定 (Geolocation Configuration)]

[位置情報 (Geolocation)] ドロップダウン リスト ボックスで、位置情報を選択します。

このデバイスが位置情報に関連付けられていないことを示す、未

指定の位置情報を選択できます。

[システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation 
Configuration)] メニュー オプションで設定された位置情報を選択

することもできます。

設定の詳細など、位置情報の説明については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「位置

情報およびロケーション伝達」の章の「位置情報について」およ

び「位置情報の設定」を参照してください。

論理パーティションによる位置情報の使用方法の概要および詳細

については、『Cisco Unified Communications Manager 機能および
サービス ガイド』の「論理パーティション」を参照してください。

[位置情報フィルタ (Geolocation 
Filter)]

ドロップダウン リスト ボックスで、位置情報フィルタを選択します。

[<なし (None)>] 設定のままにすると、このデバイスには位置情報

フィルタが適用されません。

[システム (System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] メ
ニュー オプションで設定された位置情報フィルタを選択すること

もできます。

設定の詳細など、位置情報フィルタの詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の

「位置情報およびロケーション伝達」の章の「位置情報フィルタに

ついて」および「位置情報フィルタの設定」を参照してください。

論理パーティションによる位置情報フィルタの使用方法の概要および

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能および
サービス ガイド』の「論理パーティション」を参照してください。

[位置情報の送信 (Send 
Geolocation Information)]

このデバイスの位置情報を送信するには、このチェックボックス

をオンにします。

論理パーティションで位置情報を使用する方法の概要と詳細につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー
ビス ガイド』の「論理パーティション」の章を参照してください。

表 68-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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表 68-2 では、SIP トランクの設定値について説明します。

表 68-2 SIP トランクの設定値

フィールド 説明

[トランクサービスタイプ
(Trunk Service Type)]

[トランクサービスタイプ (Trunk Service Type)] ドロップダウン リ
スト ボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [なし (None)]：コール制御ディスカバリ、クラスタ間のエク

ステンション モビリティ、または Cisco Intercompany Media 
Engine にトランクが使用されない場合は、このオプションを

選択します。

• [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)]：このオプ

ションを選択すると、トランクでコール制御ディスカバリをサ

ポートできるようになります。[アドバタイジングサービス

(Advertising Service)] ウィンドウで CCD アドバタイジング 
サービスにこのトランクを割り当てた場合、トランクは、SAF 
ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティか

らの着信コールを処理します。[要求サービス (Requesting 
Service)] ウィンドウで CCD 要求サービスにこのトランクを割

り当てた場合、トランクは、学習パターンへの発信コールを処

理します。コール制御ディスカバリ機能の詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス 
ガイド』の「コール制御ディスカバリ」を参照してください。

• [クラスタ間のエクステンションモビリティ (Extension 
Mobility Cross Cluster)]：トランクで Extension Mobility 
Cross Cluster（EMCC; クラスタ間のエクステンション モビリ

ティ）機能をサポートできるようにするには、このオプション

を選択します。このオプションを選択すると、[メディアター

ミネーションポイントが必須 (Media Termination Point 
Required)]、[不在ポート (Unattended Port)]、[接続先アドレ

ス (Destination Address)]、[接続先アドレス IPv6(Destination 
Address IPv)]、および [接続先アドレスはSRV(Destination 
Address is an SRV)] の設定がブランクまたはオフのままにな

るか、設定できなくなってデフォルト値が保持されることにな

ります。EMCC 機能の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の

「Cisco クラスタ間のエクステンションモビリティ」の章を参

照してください。

• [Cisco Intercompany Media Engine]：このフィールドを設定

する前に、Cisco IME サーバがインストールされ、使用可能に

なっていることを確認してください。

ヒント トランク サービス タイプで [コール制御ディスカバリ
(Call Control Discovery)]、[クラスタ間のエクステンショ
ンモビリティ (Extension Mobility Cross Cluster)]、または 
[Cisco Intercompany Media Engine] を選択し、[次へ
(Next)] をクリックすると、それ以降はトランクを別のタイ
プに変更できなくなります。

[デバイス情報 (Device Information)]

[デバイス名 (Device Name)] このトランクに固有の識別子を入力します。
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[説明 (Description)] トランクの記述名を入力します。説明には、任意の言語で最大 50 
文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、

アンパサンド（&）、バックスラッシュ（¥）、または山カッコ

（<>）は使用できません。

[デバイスプール (Device Pool)] トランク用に適切なデバイス プールを選択します。

トランク用のデバイス プールは、トランクがコールの負荷を動的

に分散するために使用する Cisco Unified Communications 
Manager のリストを指定します。

（注） トランクのデバイス プールに属さない Cisco Unified 
Communications Manager に登録された電話機からのコー

ルは、さまざまな発信コールに対してこのデバイス プール

のさまざまな Cisco Unified Communications Manager を使

用します。Cisco Unified Communications Manager ノード

の選択は、順不同で行われます。

トランクのデバイス プールに属している Cisco Unified 
Communications Manager に登録された電話機からのコー

ルは、その Cisco Unified Communications Manager が起動

し動作していれば、発信コールに対して同じ Cisco Unified 
Communications Manager ノードを使用します。

[デバイスプール (Device Pool)] のデフォルト値は [--選択されてい

ません --] です。

[共通デバイス設定 (Common 
Device Configuration)]

このトランクを割り当てる共通デバイス設定を選択します。共通

デバイス設定には、特定のユーザに関連付けられた属性（サービ

スまたは機能）が含まれています。共通デバイス設定は、[共通デ

バイス設定 (Common Device Configuration)] ウィンドウで設定し

ます。

[コールの分類 (Call 
Classification)]

このパラメータは、このトランクを経由する着信コールがネット

ワーク上にない（[オフネット (OffNet)]）と見なされるか、ある

（[オンネット (OnNet)]）と見なされるかを示します。

[コールの分類 (Call Classification)] のデフォルト値は [システムデ

フォルトの使用 (Use System Default)] です。[コールの分類 (Call 
Classification)] フィールドが [システムデフォルトの使用 (Use 
System Default)] に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager サービス パラメータ Call Classification 
の設定値により、トランクが [オンネット (OnNet)] か、または [オ
フネット (OffNet)] かが決定します。

このフィールドは、コールが [オンネット (OnNet)] または [オフ

ネット (OffNet)] の場合、それぞれの警告トーンを提供します。

発信コールを [オンネット (OnNet)] または [オフネット (OffNet)] 
として認識するには、このパラメータと [ルートパターンの設定

(Route Pattern Configuration)] ウィンドウでの設定を併用します。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[メディアリソースグループリス

ト (Media Resource Group List)]
メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され

ます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで

定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、

必要なメディア リソース、たとえば、保留音サーバを選択します。

[メディアリソースグループリスト (Media Resource Group List)] 
のデフォルト値は [なし (None)] です。

[ロケーション (Location)] ロケーションは、Call Admission Control（CAC; コール アドミッ

ション制御）を中央集中型コール処理システムに実装する際に使

用します。CAC では、ロケーション間のリンクを経由する際に

オーディオ コールとビデオ コールで使用できる帯域幅を制限する

ことにより、オーディオ品質とビデオのアベイラビリティを調整

できます。ロケーションは、このロケーションとの間のコールに

使用可能な帯域幅の合計を指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、このトランクの適切なロ

ケーションを選択します。

ロケーションに [Hub_None] を設定すると、そのロケーションの

機能では、このトランクが消費する帯域幅を把握しません。ロ

ケーションに [Phantom] を設定すると、H.323 プロトコルまたは 
SIP を使用するクラスタ間トランクをまたいで CAC を正常に実行

できるロケーションが指定されます。

新しいロケーションを設定するには、[システム (System)] > [ロ
ケーション (Location)] メニュー オプションの順に選択します。

ロケーションの詳細については、「ロケーションの設定」（P.15-1）
を参照してください。クラスタ間トランクをまたがるロケーショ

ンベースの CAC については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「クラスタ間トランクでのロケー

ションに基づくコール アドミッション制御」を参照してください。

ロケーションは、他のロケーションに関する RSVP ポリシーとも

関連付けられます。この設定により、ロケーション ペアに基づい

て RSVP を使用可能にしたり使用不可にしたりすることができま

す。

[AARグループ (AAR Group)] このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択し

ます。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックさ

れないように、コールをルーティングするためのプレフィックス

番号を提供します。AAR グループ設定を [なし (None)] にすると、

ブロックされたコールの再ルーティングは行われません。

[AARグループ (AAR Group)] のデフォルト値は [なし (None)] です。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[トンネル化プロトコル
(Tunneled Protocol)]

SIP トランクまたは SIP ゲートウェイを使用して Cisco Unified 
Communications Manager から他の PINX に QSIG メッセージを送信

（トンネル）する場合は、[QSIG] オプションを選択します。QSIG 
トンネルは、折返し、Call Completion、自動転送、コール転送、ID 
サービス、パス置換、および Message Waiting Indication（MWI; 
メッセージ受信のインジケータ）の各機能をサポートします。

（注） SIP ゲートウェイから着信する Remote-Party-ID（RPID）

ヘッダーが QSIG コンテンツに干渉し、これによって折返

し機能で予期せぬ動作が発生する可能性があります。

QSIG コンテンツへの干渉を防ぐには、SIP ゲートウェイ

で RPID ヘッダーを無効にします。

SIP ゲートウェイで RPID ヘッダーを無効にするには、次の例に示

すように、SIP プロファイルをゲートウェイの voIP ダイヤル ピア

に適用します。

voice class sip-profiles 1000
request ANY sip-header Remote-Party_ID remove
response ANY sip-header Remote-Party-ID remove

dial-peer voice 124 voip
destination-pattern 3...
signaling forward unconditional
session protocol sipv2
session target ipv4:<ip address>
voice-class sip profiles 1000

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[QSIGバリアント (QSIG 
Variant)]

[QSIGバリアント (QSIG Variant)] ドロップダウン リスト ボックス

にオプションを表示するには、[トンネル化プロトコル (Tunneled 
Protocol)] ドロップダウン リスト ボックスで [QSIG] を選択します。

このパラメータは、アウトバウンド QSIG ファシリティの情報要

素で送信されるプロトコル プロファイルを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか

を選択します。

• [変更はありません (No Changes)]：デフォルトです。別途、

シスコのサポート エンジニアからの指示がない限り、このパ

ラメータはデフォルト値のままにしておきます。

• [未選択 (Not Selected)]

• [ECMA]：プロトコル プロファイル 0x91 を使用する ECMA 
PBX システムに対して選択します。

• [ISO]：プロトコル プロファイル 0x9F を使用する PBX システ

ムに対して選択します。

詳細については、次の情報を参照してください。

• [QSIGバリアント (QSIG Variant)] は、クラスタワイド パラ

メータとしても定義できます。詳細については、第 22 章
「サービス パラメータの設定」を参照してください。

• Cisco Unified Communications Manager での QSIG のサポー

トの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「IP テレフォニー プロトコルの

概要」の章の「Q.Signaling（QSIG）」を参照してください。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[ASN.1 ROSE OIDエンコー

ディング (ASN.1 ROSE OID 
Encoding)]

[ASN.1 ROSE OIDエンコーディング (ASN.1 ROSE OID 
Encoding)] ドロップダウン リスト ボックスにオプションを表示す

るには、[トンネル化プロトコル (Tunneled Protocol)] ドロップダ

ウン リスト ボックスで [QSIG] を選択します。

このパラメータは、遠隔操作サービス要素（ROSE）操作に対する 
Invoke Object ID（OID）を符号化する方法を指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか

を選択します。

• [変更はありません (No Changes)]：デフォルトです。別途、

シスコのサポート エンジニアからの指示がない限り、このパ

ラメータはデフォルト値のままにしておきます。

• [未選択 (Not Selected)]

• [グローバル値ECMAを使用します (Use Global Value 
ECMA)]：[QSIGバリアント (QSIG Variant)] ドロップダウン 
リスト ボックスから [ECMA] オプションを選択した場合は、

このオプションを選択します。

• [グローバル値 ISOを使用します (Use Global Value ISO)]：
[QSIGバリアント (QSIG Variant)] ドロップダウン リスト ボッ

クスから [ISO] オプションを選択した場合は、このオプション

を選択します。

• [ローカル値を使用します (Use Local Value)]

詳細については、次の情報を参照してください。

• [ASN.1 ROSE OIDエンコーディング (ASN.1 ROSE OID 
Encoding)] は、クラスタワイド パラメータとしても定義でき

ます。詳細については、第 22 章「サービス パラメータの設

定」を参照してください。

• Cisco Unified Communications Manager での QSIG のサポー

トの詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager システム ガイド』の「IP テレフォニー プロトコルの

概要」の章の「Q.Signaling（QSIG）」を参照してください。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[パケットキャプチャモード
(Packet Capture Mode)]

暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプ

チャリングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因とな

ります。

ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれか

を選択します。

• [なし (None)]：このオプション（デフォルト設定）は、パ

ケット キャプチャリングが行われないことを示します。パ

ケット キャプチャリングが完了したら、この値に設定してく

ださい。

• [バッチ処理モード (Batch Processing Mode)]：Cisco Unified 
Communications Manager が復号化または非暗号化されたメッ

セージをファイルに書き込み、システムが各ファイルを暗号化

します。システムは毎日、新しい暗号鍵を持つ新しいファイル

を作成します。 Cisco Unified Communications Manager は、

ファイルを 7 日間保存し、また安全な場所でファイルを暗号化

する鍵も保存します。 Cisco Unified Communications Manager 
は、ファイルを PktCap 仮想ディレクトリに保存します。単一

のファイルには、タイム スタンプ、送信元 IP アドレス、送信

元 IP ポート、宛先 IP アドレス、パケット プロトコル、メッ

セージ長、およびメッセージが含まれます。TAC デバッグ 
ツールは、HTTPS、管理者のユーザ名とパスワード、および

指定日を使用して、キャプチャされたパケットを含む単一の暗

号化されたファイルを要求します。さらに鍵情報も要求し、暗

号化されたファイルを復号化します。

TAC に連絡する前に、該当するデバイス間でスニファ トレース

を使用して、SRTP パケットをキャプチャする必要があります。

パケットのキャプチャの詳細については、『Troubleshooting Guide 
for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

[パケットキャプチャ時間
(Packet Capture Duration)]

暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプ

チャリングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因とな

ります。

このフィールドには、パケット キャプチャリングの 1 つのセッ

ションに割り当てる最大分数を指定します。デフォルト設定は 0 
です。ただし、0 ～ 300 分の範囲で指定できます。

パケット キャプチャリングを開始するには、このフィールドに 0 
以外の値を入力します。パケット キャプチャリングの完了後、0 
が表示されます。

パケットのキャプチャの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager Troubleshooting Guide』を参照してく

ださい。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[メディアターミネーションポイ

ントが必須 (Media Termination 
Point Required)]

常に MTP を使用するように Cisco Unified Communications 
Manager SIP トランクを設定できます。発信 INVITE 要求でメ

ディア チャネル情報を提供するには、このチェックボックスをオ

ンにします。このチェックボックスをオンにすると、すべてのメ

ディア チャネルが MTP デバイス上で終了して再開するよう要求さ

れます。このチェックボックスをオフにすると、コールが MTP デ
バイスを通過するか、エンドポイント間で直接接続されるかを、

Cisco Unified Communications Manager が決定できます。

（注） オフ（デフォルト）のままの場合、コール レッグの Dual 
Tone MultiFrequency（DTMF; デュアル トーン多重周波

数）方式に互換性がないと、Cisco Unified 
Communications Manager は MTP を動的に割り当てよう

とします。

たとえば、Skinny Call Control Protocol（SCCP）を実行する既存

の電話機がアウトオブバンド DTMF だけをサポートしており、

SIP を実行する既存の電話機が RFC2833 をサポートしているとし

ます。DTMF 方式が同じでないため、Cisco Unified 
Communications Manager は MTP を動的に割り当てます。ただ

し、RFC2833 とアウトオブバンドをサポートする、SCCP を実行

する新しい電話機が、SIP を実行する既存の電話機をコールする場

合は、両方の電話機が RFC2833 をサポートしているため、Cisco 
Unified Communications Manager は MTP を割り当てません。し

たがって、各電話機で同じタイプの DTMF 方式がサポートされる

ようにすることにより、MTP は不要になります。

[ビデオコールをオーディオとし

て再試行 (Retry Video Call as 
Audio)]

このチェックボックスは、発信 SIP トランク  コールに適用されま

すが、着信コールには影響を及ぼしません。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。この

デバイスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルーティン

グする直前に、オーディオ コールとして（ビデオ コールとして接

続できない場合）そのビデオ コールをリトライします。 

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失敗

したビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行しま

せん。この場合、コールはコール制御に失敗し、コール制御は自

動代替ルーティング（AAR）およびルート /ハント リスト経由で

コールをルーティングします。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[パス置換サポート (Path 
Replacement Support)]

このチェックボックスが表示されるのは、[トンネル化プロトコル

(Tunneled Protocol)] ドロップダウン リスト ボックスで [QSIG] を
選択した場合です。この設定は QSIG トンネルと連動し、パス置

換を使用するコールに SIP 以外の情報を確実に送信します。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。

[トンネル化プロトコル (Tunneled Protocol)] で [QSIG] オ
プションを選択した場合、このチェックボックスは自動的

にオンになります。また、[トンネル化プロトコル

(Tunneled Protocol)] オプションが [なし (None)] に設定

された場合、[パス置換サポート (Path Replacement 
Support)] チェックボックスはグレー表示になり、使用で

きません。

[発呼側名にUTF-8を転送
(Transmit UTF-8 for Calling 
Party Name)]

このデバイスは、デバイス プールのユーザ ロケール設定を使用し

て、Unicode を送信するかどうか、および受信した Unicode 情報

を変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、デバ

イス プールのユーザ ロケール設定が着信側電話機のユーザ ロケー

ルと一致する場合、デバイスは Unicode を送信します。ユーザ ロ
ケール設定が一致しない場合、デバイスは ASCII を送信します。

着信側デバイスは、送信側のデバイス プールのユーザ ロケール設

定に基づいて、着信 Unicode 文字を変換します。ユーザ ロケール

設定が終端側の電話機のユーザ ロケールに一致した場合、電話機

には文字が表示されます。

（注） トランクの両端に、同じ言語グループに属さないユーザ ロ
ケールが設定されている場合、電話機に表示される文字が

文字化けすることがあります。

[発呼側名にUTF-8を転送 (Transmit UTF-8 for Calling Party 
Name)] チェックボックスのデフォルト値はオフです。

[UTF-8の名前をQSIG APDUで

送信 (Transmit UTF-8 Names in 
QSIG APDU)]

このデバイスは、デバイス プールのユーザ ロケール設定を使用し

て、Unicode を送信するかどうか、および受信した Unicode 情報

を変換するかどうかを決定します。

送信側デバイスでは、このチェックボックスをオンにすると、デ

バイス プールのユーザ ロケール設定が着信側電話機のユーザ ロ
ケールと一致する場合、デバイスは Unicode を送信し、UTF-8 形
式で符号化します。ユーザ ロケール設定が一致しないと、デバイ

スは ASCII を送信し、UTF-8 形式で符号化します。

設定パラメータが設定されておらず、デバイス プールのユーザ ロ
ケール設定が着信側電話機のユーザ ロケールと一致する場合、デ

バイスは Unicode を送信し（名前が 8 ビット形式を使用している

場合）、ISO8859-1 形式で符号化します。

[UTF-8の名前をQSIG APDUで送信 (Transmit UTF-8 Names in 
QSIG APDU)] チェックボックスのデフォルト値はオフです。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[不在ポート (Unattended Port)] コールを不在ポート（ボイスメール ポートなど）にリダイレクト

および転送できるようにする場合は、このチェックボックスをオ

ンにします。

このチェックボックスのデフォルト値はオフです。

[SRTPを許可 (SRTP Allowed)] トランクを介したセキュア メディア コールと非セキュア メディア 
コールを Cisco Unified Communications Manager で許可する場合

は、このチェックボックスをオンにします。このチェックボック

スをオンにすると、SIP トランク接続を介した Secure Real-Time 
Protocol（SRTP）が有効になります。また、エンドポイントで 
SRTP がサポートされていない場合に、SIP トランクが Real-Time 
Protocol（RTP）にフォール バックすることも可能になります。

このチェックボックスをオフにした場合、Cisco Unified 
Communications Manager はトランクとの SRTP ネゴシエーション

を防止し、RTP ネゴシエーションを使用します。

このチェックボックスのデフォルト値はオフです。

注意 このチェックボックスをオンにする場合は、暗号化され

た TLS プロファイルを使用して、コール ネゴシエー

ション中に鍵や他のセキュリティ関連の情報が公開され

ないようにすることを強くお勧めします。セキュアでな

いプロファイルを使用する場合でも SRTP は機能します

が、鍵はシグナリングおよびトレースで公開されます。

その場合、Cisco Unified Communications Manager とト

ランクの宛先側の間のネットワークのセキュリティを確

実にする必要があります。

トランクの暗号化の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してくだ

さい。

[このトランクのトラフィックが

セキュアであると見なす
(Consider Traffic on This Trunk 
Secure)]

このフィールドでは、SIP トランクの既存のセキュリティ設定を拡

張します。この拡張により、SRTP がネゴシエートされる場合に、

シグナリング転送と関係なく、SIP トランク コール レッグをセ

キュアであると見なすことができます。

次のいずれかの値を選択します。

• [sRTPとTLS両方の使用時 (When using both sRTP and 
TLS)]：デフォルト

• [sRTPのみの使用時 (When using sRTP Only)]：[SRTPを許可

(SRTP Allowed)] チェックボックスをオンにした場合に表示さ

れます。

セキュリティおよびトランクの詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照してくだ

さい。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[ルートクラスシグナリングを使

う (Route Class Signaling 
Enabled)]

ドロップダウン リストで、ポートのルート クラス シグナリングを

有効または無効にします。次のいずれかの値を選択します。

• [デフォルト (Default)]：この値を選択すると、デバイスでは 
Route Class Signaling サービス パラメータの設定値を使用し

ます。

• [オフ (Off)]：この値は、ルート クラス シグナリングを有効に

する場合に選択します。この設定は、Route Class Signaling 
サービス パラメータよりも優先されます。

• [オン (On)]：この値は、ルート クラス シグナリングを無効に

する場合に選択します。この設定は、Route Class Signaling 
サービス パラメータよりも優先されます。

ルート クラス シグナリングによって、受信側デバイスに特殊な

ルーティング要件または終端要件が通知されます。ポートでホッ

トライン機能をサポートできるようにするには、この設定を有効

にする必要があります。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[信頼できるリレーポイントを使

用 (Use Trusted Relay Point)]
ドロップダウン リスト ボックスで、Cisco Unified 
Communications Manager がこのメディア エンドポイントに対し

て信頼できるリレー ポイント（TRP）デバイスを挿入するかどう

かを選択します。次のいずれかの値を選択します。

• [デフォルト (Default)]：この値を選択すると、デバイスでは、

このデバイスに関連付けられた共通デバイス設定の [信頼でき

るリレーポイントを使用 (Use Trusted Relay Point)] の設定値

が使用されます。

• [オフ (Off)]：この値を選択すると、このデバイスに対して 
TRP が使用不可になります。この設定値は、このデバイスに

関連付けられた共通デバイス設定の [信頼できるリレーポイン

トを使用 (Use Trusted Relay Point)] の設定値よりも優先され

ます。

• [オン (On)]：この値を選択すると、このデバイスに対して 
TRP が使用可能になります。この設定値は、このデバイスに

関連付けられた共通デバイス設定の [信頼できるリレーポイン

トを使用 (Use Trusted Relay Point)] の設定値よりも優先され

ます。

信頼できるリレー ポイント（TRP）デバイスには、Trusted Relay 
Point というラベルの付いた MTP またはトランスコーダ デバイス

が指定されます。

エンドポイントに複数のリソース（たとえば、トランスコーダや 
RSVPAgent）が必要な場合、Cisco Unified Communications 
Manager は、関連付けられたエンドポイント デバイスに最も近い 
TRP を配置します。

エンドポイントに TRP と MTP の両方が必要な場合、TRP は必須

の MTP として使用されます。コール動作の詳細については、

『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の

「Cisco Unified Communications Manager での TRP の挿入」を参

照してください。

エンドポイントに TRP と RSVPAgent の両方が必要な場合、Cisco 
Unified Communications Manager は、TRP としても使用可能な 
RSVPAgent を最初に検索します。

エンドポイントに TRP とトランスコーダの両方が必要な場合、

Cisco Unified Communications Manager は、TRP にも指定されて

いるトランスコーダを最初に検索します。

ネットワーク仮想化および信頼できるリレーポイントの詳しい説

明については、『Cisco Unified Communications Manager システム 
ガイド』の「メディア リソースの管理」の章の「信頼済みリレー 
ポイント」の項、およびそのサブトピックを参照してください。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[PSTNアクセス (PSTN Access)] Cisco Intercompany Media Engine 機能を使用する場合、このトラ

ンク経由で発信されたコールが PSTN に到達する可能性があるこ

とを示すには、このチェックボックスをオンにします。このトラ

ンク デバイス経由のすべてのコールが PSTN に到達しない場合で

も、このチェックボックスをオンにします。たとえば、コールが 
PSTN に到達する可能性がある場合、タンデム トランクまたは 
H.323 ゲートキーパーによりルーティングされるトランクについて

このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、このトランク デバイス経由

で発信されたコールを検証するための Voice Call Records（VCRs; 音
声コール レコード）が作成およびアップロードされます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

Cisco Intercompany Media Engine の詳細については、『Cisco 
Intercompany Media Engine Installation and Configuration Guide』
を参照してください。

[すべてのアクティブなUnified 
CMノードで実行 (Run On All 
Active Unified CM Nodes)]

 トランクがすべてのノードで実行されるようにするには、この

チェックボックスをオンにします。

[Intercompany Media Engine (IME)]

[E.164トランスフォーメーショ

ンプロファイル (E.164 
Transformation Profile)]

Cisco Intercompany Media Engine を使用し、コールが PSTN に到

達する可能性がある場合は、このチェックボックスをオンにしま

す。詳細については、『Cisco Intercompany Media Engine 
Installation and Configuration Guide』を参照してください。

ドロップダウン リスト ボックスで、[Intercompany Media Service 
E.164トランスフォーメーションの設定 (Intercompany Media 
Services E.164 Transformation Configuration)] ウィンドウで作成

した適切な E.164 トランスフォーメーションを選択します（[拡張

機能 (Advanced Features)] > [Intercompany Media Services] > 
[E.164トランスフォーメーション (E.164 Transformation)]）。

Cisco Intercompany Media Engine の詳細については、『Cisco 
Intercompany Media Engine Installation and Configuration Guide』
を参照してください。

[MLPP情報 (Multilevel Precedence and Preemption (MLPP) Information)]

[MLPPドメイン (MLPP 
Domain)]

ドロップダウン リストから、このデバイスに関連付ける MLPP ド
メインを選択します。このフィールドをブランクのままにすると、

このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイス プールに設定さ

れた値から継承されます。デバイス プールに MLPP ドメインの設

定がない場合、このデバイスの MLPP ドメインは、MLPP Domain 
Identifier エンタープライズ パラメータに設定された値から継承さ

れます。

[MLPPドメイン (MLPP Domain)] のデフォルト値は [なし (None)] 
です。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[コールルーティング情報 (Call Routing Information)]

[リモート パーティ
ID(Remote-Party-Id)]

Cisco Unified Communications Manager からリモート接続先への発
信 SIP メッセージで、Remote-Party-ID（RPID）ヘッダーの送信を 
SIP トランクに許可または禁止する場合に、このチェックボックス
を使用します。このチェックボックスをオンにした場合、SIP トラ
ンクは必ず RPID ヘッダーを送信します。このチェックボックスを
オフにした場合、SIP トランクは RPID ヘッダーを送信しません。

（注） QSIG トンネルが有効な場合、[発呼者名の表示 (Calling 
Name Presentation)]、[接続先回線 IDの表示 (Connected 
Line ID Presentation)]、および [接続先名の表示
(Connected Name Presentation)] は使用できません。

発信 SIP トランク コール

[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] オプション
と [発呼者名の表示 (Calling Name Presentation)] オプションの設
定済みの値は、RPID ヘッダーのプライバシ フィールドを構築する
ときの基礎になります。これら 2 つの各オプションには、[デフォ
ルト (Default)]、[許可 (Allowed)]、または [非許可 (Restricted)] の
値を設定できます。

どちらかのオプションが [デフォルト (Default)] に設定されている
場合、RPID ヘッダー内の対応する情報（[発呼者回線 IDの表示
(Calling Line ID Presentation)] と [発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)] のいずれか一方または両方）は、Cisco Unified 
Communications Manager 内のコール制御レイヤ（コールごとの設
定）から読み込まれます。どちらかのオプションが [許可
(Allowed)] または [非許可 (Restricted)] に設定されている場合、
RPID ヘッダー内の対応する情報は SIP の [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウから読み込まれます。

着信 SIP トランク コール

[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] オプショ
ンと [接続先名の表示 (Connected Name Presentation)] オプション
の設定済みの値は、RPID ヘッダーのプライバシ フィールドを構築
するときの基礎になります。これら 2 つの各オプションには、[デ
フォルト (Default)]、[許可 (Allowed)]、または [非許可
(Restricted)] の値を設定できます。

[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] オプショ
ンと [接続先名の表示 (Connected Name Presentation)] オプション
は、Cisco Unified Communications Manager が受信する INVITE 
メッセージに応じて、SIP トランクが送信する 180/200 メッセージ
に関連していることに注意してください。

どちらかのオプションが [デフォルト (Default)] に設定されている
場合、RPID ヘッダー内の対応する情報（[接続先回線 IDの表示
(Connected Line ID Presentation)] と [接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)] のいずれか一方または両方）は、Cisco 
Unified Communications Manager 内のコール制御レイヤ（コール
ごとの設定）から読み込まれます。どちらかのオプションが [許可
(Allowed)] または [非許可 (Restricted)] に設定されている場合、
RPID ヘッダー内の対応する情報は SIP の [トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウから読み込まれます。

（注） [リモート パーティ ID(Remote-Party-Id)] オプションと [ア
サート済 ID(Asserted-Identity)] オプションは、表示 ID 情報
の通信に使用される独立したメカニズムです。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[アサート済
ID(Asserted-Identity)]

SIP メッセージで Asserted-Type ヘッダーと SIP Privacy ヘッダー

の送信を SIP トランクに許可または禁止する場合に、このチェッ

クボックスを使用します。このチェックボックスをオンにした場

合、SIP トランクは必ず Asserted-Type ヘッダーを送信します。

SIP トランクが SIP Privacy ヘッダーを送信するかどうかは、[SIP
プライバシ (SIP Privacy)] の設定によって異なります。

このチェックボックスをオフにした場合、SIP トランクは SIP メッ

セージで Asserted-Type ヘッダーも SIP Privacy ヘッダーも送信し

ません。

詳細については、この表の [アサート済タイプ (Asserted-Type)] と 
[SIPプライバシ (SIP Privacy)] の説明を参照してください。

発信 SIP トランク コール：P ヘッダー

Asserted Identity（P-Asserted-Identity または 
P-Preferred-Identity）ヘッダーが送信されるかどうかは、[アサー

ト済タイプ (Asserted-Type)] オプションに設定されている値によっ

て異なります。[アサート済タイプ (Asserted-Type)] にデフォルト

以外の値を入力すると、Cisco Unified Communications Manager 
コール制御から読み込まれた値は上書きされます。[アサート済タ

イプ (Asserted-Type)] オプションが [デフォルト (Default)] に設定

されている場合、SIP トランクが Cisco Unified Communications 
Manager コール制御から受信するスクリーニング ID の値によっ

て、[アサート済 ID(Asserted-Identity)] のタイプが決まります。

発信 SIP トランク コール：SIP Privacy ヘッダー

SIP Privacy ヘッダーが使用されるのは、[アサート済

ID(Asserted-Identity)] チェックボックスがオンになっていて、SIP 
トランクが PAI ヘッダーまたは PPI ヘッダーを送信する場合だけ

です （それ以外の場合、SIP Privacy ヘッダーは着信 SIP メッセー

ジで送信も処理も行われません）。

SIP Privacy ヘッダーの値は、[SIPプライバシ (SIP Privacy)] オプ

ションで設定された値によって異なります。

[SIP プライバシ (SIP Privacy)] にデフォルト以外の値を入力する

と、Cisco Unified Communications Manager コール制御から読み

込まれた値は上書きされます。

[SIPプライバシ (SIP Privacy)] オプションが [デフォルト (Default)] 
に設定されている場合、SIP トランクが Cisco Unified 
Communications Manager コール制御から受信する [発呼者回線 ID
の表示 (Calling Line ID Presentation)] と [発呼者名の表示 (Calling 
Name Presentation)] によって、SIP Privacy ヘッダーが決まります。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[アサート済

ID(Asserted-Identity)]（続き）

着信 SIP トランク コール：P ヘッダー

Asserted Identity（P-Asserted-Identity または 
P-Preferred-Identity）ヘッダーが送信されるかどうかは、[アサー

ト済タイプ (Asserted-Type)] オプションに設定されている値によっ

て異なります。[アサート済タイプ (Asserted-Type)] にデフォルト

以外の値を入力すると、Cisco Unified Communications Manager 
コール制御から読み込まれた値は上書きされます。[アサート済タ

イプ (Asserted-Type)] オプションが [デフォルト (Default)] に設定

されている場合、SIP トランクが Cisco Unified Communications 
Manager コール制御から受信するスクリーニング ID の値によっ

て、[アサート済 ID(Asserted-Identity)] のタイプが決まります。

着信 SIP トランク コール：SIP Privacy ヘッダー

SIP Privacy ヘッダーが使用されるのは、[アサート済

ID(Asserted-Identity)] チェックボックスがオンになっていて、SIP 
トランクが PAI ヘッダーまたは PPI ヘッダーを送信する場合だけ

です （それ以外の場合、SIP Privacy ヘッダーは着信 SIP メッセー

ジで送信も処理も行われません）。

SIP Privacy ヘッダーの値は、[SIPプライバシ (SIP Privacy)] オプ

ションで設定された値によって異なります。

[SIP プライバシ (SIP Privacy)] にデフォルト以外の値を入力する

と、Cisco Unified Communications Manager コール制御から読み

込まれた値は上書きされます。

[SIPプライバシ (SIP Privacy)] オプションが [デフォルト

(Default)] に設定されている場合、SIP トランクが Cisco Unified 
Communications Manager コール制御から受信する [接続先回線 ID
の表示 (Connected Line ID Presentation)] と [接続先名の表示

(Connected Name Presentation)] によって、SIP Privacy ヘッダー

が決まります。

（注） [リモート パーティ ID(Remote-Party-Id)] オプションと [ア
サート済 ID(Asserted-Identity)] オプションは、表示 ID 情報

の通信に使用される独立したメカニズムです。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[アサート済タイプ
(Asserted-Type)]

ドロップダウン リストから次のいずれかの値を選択して、SIP ト
ランク メッセージに含める必要のある Asserted Identity ヘッダー

のタイプを指定します。

• [デフォルト (Default)]：このオプションはデフォルト値を示

します。SIP トランクが Cisco Unified Communications 
Manager コール制御から受信するスクリーニング表示の情報

によって、SIP トランクが送信するヘッダーのタイプが決まり

ます。

• [PAI]：Privacy-Asserted Identity（PAI）ヘッダーが発信 SIP 
トランク メッセージで送信されます。この値により、Cisco 
Unified Communications Manager から読み込まれたスクリー

ニング表示の値は上書きされます。

• [PPI]：Privacy Preferred Identity（PPI）ヘッダーが発信 SIP 
トランク メッセージで送信されます。この値により、Cisco 
Unified Communications Manager から読み込まれたスクリー

ニング表示の値は上書きされます。

（注） これらのヘッダーが使用されるのは、[アサート済

ID(Asserted-Identity)] チェックボックスがオンになってい

る場合だけです。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[SIPプライバシ (SIP Privacy)] ドロップダウン リストから次のいずれかの値を選択して、SIP ト
ランク メッセージに含める必要のある SIP Privacy ヘッダーのタイ

プを指定します。

• [デフォルト (Default)]：このオプションはデフォルト値を示

します。SIP トランクが Cisco Unified Communications 
Manager コール制御から受信する名前 /番号表示の値によっ

て、SIP Privacy ヘッダーが決まります。たとえば、名前 /番号

表示が [非許可 (Restricted)] の場合、SIP トランクは SIP 
Privacy ヘッダーを送信します。名前 /番号表示が [許可

(Allowed)] の場合、SIP トランクは Privacy ヘッダーを送信し

ません。

• [なし (None)]： SIP トランクに Privacy:none ヘッダーが含ま

れ、「表示の許可」を意味します。この値により、Cisco 
Unified Communications Manager から読み込まれた表示情報

は上書きされます。

• [ID]：SIP トランクに Privacy:id ヘッダーが含まれ、名前と番

号の「表示の非許可」を意味します。この値により、Cisco 
Unified Communications Manager から読み込まれた値は上書

きされます。

• [ID重要 (ID Critical)]：SIP トランクに Privacy:id;critical ヘッ

ダーが含まれ、名前と番号の「表示の非許可」を意味します。

「critical」というラベルは、このメッセージで要求されている

プライバシ サービスが重要であることを意味します。ネット

ワークがこれらのプライバシ サービスを提供できない場合、

この要求は拒否されます。この値により、Cisco Unified 
Communications Manager から読み込まれた表示情報は上書き

されます。

（注） これらのヘッダーが使用されるのは、[アサート済

ID(Asserted-Identity)] チェックボックスがオンになってい

る場合だけです。

[インバウンドコール (Inbound Calls)]

[有意な数字 (Significant 
Digits)]

有意な数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表しま

す。このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。SIP デ
バイスに着信するコールのルーティングに使用される数字の桁数

を指定します。

収集する有意な数字の桁数（0 ～ 32）を選択するか、または [すべ

て (All)] を選択します。

（注） Cisco Unified Communications Manager は、有意な数字を

コールされた番号の右側（最後の桁）からカウントします。

[有意な数字 (Significant Digits)] のデフォルト値は [すべて (All)] 
です。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[接続先回線 IDの表示
(Connected Line ID 
Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は、接続された側の番号を

発信側に提供するために、補助的なサービスとして Connected Line 
ID Presentation（COLP; 接続先回線 ID の表示）を使用します。SIP 
トランク レベルの設定は、コールごとの設定に優先します。

[接続先回線 IDの表示 (Connected Line ID Presentation)] のデフォ

ルト値は [デフォルト (Default)] で、これは [許可 (Allowed)] に変

換されます。 接続された回線の情報を Cisco Unified 
Communications Manager が送信するようにする場合は、[デフォ

ルト (Default)] を選択します。

接続された回線の情報を Cisco Unified Communications Manager が
送信しないようにする場合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

（注） QSIG トンネルが有効な場合、このサービスは使用できま

せん。

[接続先名の表示 (Connected 
Name Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は、接続された側の名前を

発信側に提供するために、補助的なサービスとして Connected 
Name ID Presentation（CONP; 接続側の名前 ID 表示）を使用しま

す。SIP トランク レベルの設定は、コールごとの設定に優先します。

[接続先名の表示 (Connected Name Presentation)] のデフォルト値

は [デフォルト (Default)] で、これは [許可 (Allowed)] に変換され

ます。接続された名前の情報を Cisco Unified Communications 
Manager が送信するようにする場合は、[デフォルト (Default)] を
選択します。

接続された名前の情報を Cisco Unified Communications Manager が
送信しないようにする場合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

（注） QSIG トンネルが有効な場合、このサービスは使用できま

せん。

[コーリングサーチスペース
(Calling Search Space)]

ドロップダウン リスト ボックスから、適切なトランクのコーリン

グ サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、

収集された（発信）番号のルーティング方法を決定するために検

索されるルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、こ

のドロップダウン リスト ボックスで表示する項目数を設定するこ

とができます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータ

で指定した数よりも多くのコーリング サーチ スペースが存在する

場合、ドロップダウン リスト ボックスの横に [検索 (Find)] ボタン

が表示されます。[検索 (Find)] ボタンをクリックして、[コーリン

グサーチスペースの検索と一覧表示 (Find and List Calling Search 
Spaces)] ウィンドウを表示します。コーリング サーチ スペース名

を検索し、選択します。詳細については、「コーリング サーチ ス
ペースの設定値」（P.41-1）を参照してください。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、[システム

(System)] > [エンタープライズパラメータ (Enterprise 
Parameters)] の順に選択し、[CCMAdmin Parameters] を選

択します。

[コーリングサーチスペース (Calling Search Space)] のデフォルト

値は [なし (None)] です。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[AARコーリングサーチスペー

ス (AAR Calling Search Space)]
自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用する

コーリング サーチ スペースを選択します。AAR コーリング サー

チ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされないよ

うに、収集された（発信）番号のルーティング方法を決定するた

めに検索されるパーティションの集合を指定します。

[AARコーリングサーチスペース (AAR Calling Search Space)] の
デフォルト値は [なし (None)] です。

[プレフィックスDN(Prefix 
DN)]

着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力

します。

Cisco Unified Communications Manager は、まず、[有意な数字

(Significant Digits)] 設定値に従って番号を切り捨てた後、プレ

フィックス番号を追加します。

国際的なエスケープ文字 + を入力することができます。

[Diversionヘッダー配信のリダ

イレクト - インバウンド
(Redirecting Diversion Header 
Delivery - Inbound)]

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 INVITE 
メッセージの Redirecting Number を受理するには、このチェック

ボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager に対する受信 INVITE 
メッセージの Redirecting Number を除外するには、このチェック

ボックスをオフにします。

ボイスメッセージ統合だけで Redirecting Number を使用します。

ボイスメッセージ システムが Redirecting Number をサポートする

ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

[Diversionヘッダー配信のリダイレクト - インバウンド

(Redirecting Diversion Header Delivery - Inbound)] のデフォルト

値はオフです。

[着信発呼者の設定 (Incoming Calling Party Settings)]

[プレフィックス設定のクリア
(Clear Prefix Settings)]

すべての発呼側番号タイプのプレフィックスをすべて削除するに

は、[プレフィックス設定のクリア (Clear Prefix Settings)] をク

リックします。

[デフォルトプレフィックス設定
(Default Prefix Settings)]

すべてのプレフィックス フィールドに対してデフォルト値を同時

に入力するには、[デフォルトプレフィックス設定 (Default Prefix 
Settings)] をクリックします。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[着信番号 (Incoming Number)] [発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] に [不明

(Unknown)] を使用する発呼側番号をグローバル化するには、次の

設定を行います。

• [プレフィックス (Prefix)]：Cisco Unified Communications 
Manager は、[発呼側番号タイプ (Calling Party Number Type)] 
の値として [不明 (Unknown)] を使用する発呼側番号に、この

フィールドに入力されたプレフィックスを適用します。8 文字

まで入力でき、数字、国際的なエスケープ文字（+）、アスタリ

スク（*）、またはシャープ記号（#）を含めることができます。

[プレフィックス (Prefix)] フィールドに Default と表示された

場合、[削除桁数 (Strip Digits)] フィールドを設定できません。

この場合、Cisco Unified Communications Manager は、デバ

イスに適用されるデバイス プールから [プレフィックス

(Prefix)] フィールドおよび [削除桁数 (Strip Digits)] フィール

ドの設定を取得します。[デバイスプール設定 (Device Pool 
Configuration)] ウィンドウの [プレフィックス (Prefix)] 
フィールドに Default という文字が表示されている場合、

Cisco Unified Communications Manager は、サービス パラ

メータ設定を着信発呼者のプレフィックスに適用します。これ

はプレフィックスと削除桁数の両方の機能をサポートします。

• [削除桁数 (Strip Digits)]：Cisco Unified Communications 
Manager でプレフィックスが適用される前に [不明

(Unknown)] タイプの発呼側番号から削除する桁数（最大 24）
を入力します。

• [デバイスプールCSSの使用 (Use Device Pool CSS)]：デバイ

スに適用されるデバイス プールで設定された [不明な番号

(Unknown Number)] フィールドのコーリング サーチ スペース

を使用するには、このチェックボックスをオンにします。

• [コーリングサーチスペース (Calling Search Space)]：この設

定を使用すると、デバイスで [不明 (Unknown)] 発呼側番号タ

イプの発呼側番号をグローバル化できます。選択する発呼側ト

ランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り当てる

発呼側トランスフォーメーション パターンが含まれているこ

とを確認してください。

コールが発信される前に、デバイスは番号分析を使用してトラ

ンスフォーメーションを適用する必要があります。CSS を [な
し (None)] に設定すると、トランスフォーメーションの照合と

適用は行われません。発呼側トランスフォーメーション パ
ターンは、必ず、ルーティングに使用されない非ヌル パー

ティションに設定してください。

ヒント これらを設定する方法の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の
「[デバイスプール設定 (Device Pool Configuration)]、[ゲー
トウェイの設定 (Gateway Configuration)]、または [トラン
クの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウでの着信コール
発信側の設定」を参照してください。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[接続側の設定 (Connected Party Settings)]

[接続側トランスフォーメーショ

ンCSS(Connected Party 
Transformation CSS)]

この設定を使用すると、接続側番号を別の形式（DID、E164 番号

など）で表示するために、デバイスの接続側番号を変換できます。

Cisco Unified Communications Manager では、200 OK メッセージ

や通話中の更新 /再招待メッセージなど、さまざまな SIP メッセー

ジのヘッダーに変換済みの番号が組み込まれます。選択する接続

側トランスフォーメーション CSS に、このデバイスに割り当てる

接続側トランスフォーメーション パターンが含まれていることを

確認してください。

（注） [接続側トランスフォーメーションCSS(Connected Party 
Transformation CSS)] を [なし (None)] に設定すると、トラ

ンスフォーメーションの照合と適用は行われません。[接続

側トランスフォーメーションCSS(Connected Party 
Transformation CSS)] は、必ず、ルーティングに使用されな

い非ヌル パーティションに設定してください。

[デバイスプールの接続側トラン

スフォーメーションCSSを使用
(Use Device Pool Connected 
Party Transformation CSS)]

このデバイスに割り当てられたデバイス プールに設定されている

接続側トランスフォーメーション CSS を使用するには、この

チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフ

にした場合、デバイスでは、[トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウでこのデバイスに設定した [接続側トラ

ンスフォーメーションCSS(Connected Party Transformation CSS)] 
が使用されます。

[アウトバウンドコール (Outbound Calls)]

[着信側トランスフォーメーショ

ンCSS(Called Party 
Transformation CSS)]

この設定を使用すると、デバイス上で着信側番号をローカライズ

できます。選択する着信側トランスフォーメーション CSS に、こ

のデバイスに割り当てる着信側トランスフォーメーション パター

ンが含まれていることを確認してください。

（注） [着信側トランスフォーメーションCSS(Called Party 
Transformation CSS)] を [なし (None)] に設定すると、トラ

ンスフォーメーションの照合と適用は行われません。[着信

側トランスフォーメーションCSS(Called Party 
Transformation CSS)] は、必ず、ルーティングに使用されな

い非ヌル パーティションに設定してください。

[デバイスプールの着信側トラン

スフォーメーションCSSを使用
(Use Device Pool Called Party 
Transformation CSS)]

このデバイスに割り当てられたデバイス プールに設定されている

着信側トランスフォーメーション CSS を使用するには、この

チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフ

にした場合、デバイスでは、[トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウでこのデバイスに設定した [着信側トラ

ンスフォーメーションCSS(Called Party Transformation CSS)] が
使用されます。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[発呼側トランスフォーメーショ

ンCSS(Calling Party 
Transformation CSS)]

この設定を使用すると、デバイスの発呼側番号をローカライズで

きます。選択する発呼側トランスフォーメーション CSS に、この

デバイスに割り当てる発呼側トランスフォーメーション パターン

が含まれていることを確認してください。

ヒント コールが発信される前に、デバイスは番号分析を使用してト
ランスフォーメーションを適用する必要があります。[発呼
側トランスフォーメーションCSS(Calling Party 
Transformation CSS)] を [なし (None)] に設定すると、トラ
ンスフォーメーションの照合と適用は行われません。[発呼
側トランスフォーメーションパターン (Calling Party 
Transformation Pattern)] は、必ず、ルーティングに使用され
ない非ヌル パーティションに設定してください。

[デバイスプールの発呼側トラン

スフォーメーションCSSを使用
(Use Device Pool Calling Party 
Transformation CSS)]

このデバイスに割り当てられたデバイス プールに設定されている

発呼側トランスフォーメーション CSS を使用するには、この

チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフ

にした場合、デバイスでは、[トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウで設定した [発呼側トランスフォーメー

ションCSS(Calling Party Transformation CSS)] が使用されます。

[発呼者の選択 (Calling Party 
Selection)]

発信コールで送信される電話番号を選択します。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

• [発信元 (Originator)]：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号 (First Redirect Number)]：転送デバ

イスの電話番号を送信します。

• [最後のリダイレクト番号 (Last Redirect Number)]：最後に

コールを転送するデバイスの電話番号を送信します。

• [最初のリダイレクト番号（外部）(First Redirect Number 
(External))]：リダイレクト元のデバイスの外部電話番号を送

信します。

• [最後のリダイレクト番号（外部）(Last Redirect Number 
(External))]：コールをリダイレクトする最後のデバイスの外

部電話番号を送信します。

[発呼者の選択 (Calling Party Selection)] のデフォルト値は [発信元

(Originator)] です。

[発呼者回線 IDの表示 (Calling 
Line ID Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は、発信側の番号を提供

するために、補助的サービスとして発呼者回線 ID の表示（CLIP）
を使用します。SIP トランク レベルの設定は、コールごとの設定

に優先します。

[発呼者回線 IDの表示 (Calling Line ID Presentation)] のデフォルト

値は [デフォルト (Default)] で、これは [許可 (Allowed)] に変換され

ます。発番号情報を Cisco Unified Communications Manager が送信

するようにする場合は、[デフォルト (Default)] を選択します。

発番号情報を Cisco Unified Communications Manager が送信しな

いようにする場合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[発呼者名の表示 (Calling Name 
Presentation)]

Cisco Unified Communications Manager は、発信側の名前を提供

するために、補助的サービスとして Calling Name ID Presentation
（CNIP; 発信側の名前 ID 表示）を使用します。SIP トランク レベ

ルの設定は、コールごとの設定に優先します。

発信側名前情報を Cisco Unified Communications Manager が送信

するようにする場合は、[許可 (Allowed)] を選択します。[許可

(Allowed)] がデフォルトです。

発信側名前情報を Cisco Unified Communications Manager が送信

しないようにする場合は、[非許可 (Restricted)] を選択します。

[発呼者名の表示 (Calling Name Presentation)] のデフォルト値は [デ
フォルト (Default)] です。

（注） QSIG トンネルが有効な場合、このサービスは使用できま

せん。

[発信者 ID DN(Caller ID DN)] トランクからの発信コールで、発信者 ID をフォーマットするのに

使用するパターンを、0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表しま

す。この番号が指定されていない場合、セントラル オフィス

（CO）は、エリア コードとともにこの番号を追加します。

• 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元の正確な内線番号

の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用します。こ

の番号が指定されていない場合、CO は、エリア コードととも

にこの番号を追加します。

国際的なエスケープ文字 + を入力することができます。

[発信者名 (Caller Name)] 発信元の SIP デバイスから受信した発信者名を上書きするには、

発信者名を入力します。

[Diversionヘッダー配信のリダ

イレクト - アウトバウンド
(Redirecting Diversion Header 
Delivery - Outbound)]

Call Forward が発生したときに、コールの最初の着信側番号およ

び転送理由を示すために、Cisco Unified Communications 
Manager からの Redirecting Number を送信 INVITE メッセージに

含めるには、このチェックボックスをオンにします。

送信 INVITE メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外す

るには、チェックボックスをオフにします。

ボイスメッセージ統合だけで Redirecting Number を使用します。

ボイスメッセージ システムが Redirecting Number をサポートする

ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

[Diversionヘッダー配信のリダイレクト - アウトバウンド

(Redirecting Diversion Header Delivery - Outbound)] のデフォルト

値はオフです。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[SIP情報 (SIP Information)]

[接続先アドレス (Destination 
Address)]

[接続先アドレス (Destination Address)] は、このトランクが通信

するリモート SIP デバイスを表します。このフィールドに入力で

きる値は、Fully Qualified Domain Name（FQDN; 完全修飾ドメイ

ン名）、または DNS SRV レコード（[接続先アドレスは

SRV(Destination Address is an SRV)] フィールドがオンになってい

る場合に限る）です。

ヒント IPv6 または IPv6 と IPv4（デュアルスタック モード）をサ
ポートできる SIP トランクについては、[接続先アドレス
(Destination Address)] フィールドのほかに [接続先アドレス
IPv6(Destination Address IPv6)] フィールドを設定します。

（注） SIP トランクは、設定済みの接続先アドレスから着信する要

求と、このトランクと関連付けられている [SIPトランクセ

キュリティプロファイル (SIP Trunk Security Profile)] で指定

した着信ポートから着信する要求だけを受け入れます。

（注） クラスタ内に複数のデバイス プールが存在する場合に SIP 
トランクを設定するには、DNS SRV 接続先ポートである

接続先アドレスを設定する必要があります。[接続先アド

レス (Destination Address)] に DNS SRV ポートの名前を入

力し、[接続先アドレスはSRV(Destination Address is an 
SRV)] チェックボックスをオンにします。

リモート エンドが Cisco Unified Communications Manager クラス

タである場合、このフィールドには DNS SRV を指定することをお

勧めします。DNS SRV レコードには、クラスタ内のすべての 
Cisco Unified Communications Manager が含まれている必要があ

ります。

複数の接続先アドレスを設定する場合は、次の情報に注意してく

ださい。

• 発信コールの場合、接続先アドレスはランダムに選択されま

す。接続先アドレス間の優先順位はありません。特定の発信

コールに対して送信されるすべての SIP メッセージは、同じ接

続先アドレスに送信されます。

• SIP トランクは、設定された接続先アドレスすべてからの着信

メッセージを受け入れます。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[接続先アドレス
IPv6(Destination Address IPv6)]

[接続先アドレス IPv6(Destination Address IPv6)] は、このトラン

クが通信するリモート SIP デバイスを表します。このフィールド

には、次のいずれかの値を入力できます。

• 完全修飾ドメイン名（FQDN）

• DNS SRV レコード（[接続先アドレスは SRV(Destination 
Address is an SRV)] フィールドがオンの場合に限る）

SIP トランクは、設定済みの接続先 IPv6 アドレスから着信する要

求と、このトランクと関連付けられている [SIPトランクセキュリ

ティプロファイル (SIP Trunk Security Profile)] で指定した着信

ポートから着信する要求だけを受け入れます。

リモート エンドが Cisco Unified Communications Manager クラス

タである場合、このフィールドに DNS SRV レコードを入力するこ

とを検討してください。DNS SRV レコードには、クラスタ内のす

べての Cisco Unified Communications Manager が含まれている必

要があります。

ヒント デュアルスタック モードで実行する SIP トランクまたは 
[IPアドレッシングモード (IP Addressing Mode)] が [IPv6
のみ (IPv6 Only)] の SIP トランクには、このフィールドを
設定します。SIP トランクがデュアルスタック モードで実
行している場合は、[接続先アドレス (Destination 
Address)] フィールドも設定する必要があります。

複数の接続先アドレスを設定する場合は、次の情報に注意してく

ださい。

• 発信コールの場合、接続先アドレスはランダムに選択されま

す。接続先アドレス間の優先順位はありません。特定の発信

コールに対して送信されるすべての SIP メッセージは、同じ接

続先アドレスに送信されます。

• SIP トランクは、設定された接続先アドレスすべてからの着信

メッセージを受け入れます。

[接続先アドレスは
SRV(Destination Address is an 
SRV)]

このフィールドでは、設定済みの接続先アドレスが SRV レコード

であることを指定します。

デフォルト値は、オフです。

[接続先ポート (Destination 
Port)]

接続先ポートを選択します。このフィールドには、必ず 1024 ～ 
65535 の範囲でポートを指定してください。

（注） 複数のトランクに同じポート番号を指定できるようになり

ました。

宛先アドレスが DNS SRV ポートの場合、値を入力する必要はあり

ません。デフォルトの 5060 は SIP ポートを示します。

[接続先ポート (Destination Port)] のデフォルト値は 5060 です。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[MTP優先発信コーデック(MTP 
Preferred Originating Codec)]

次の任意の発信コーデックを指定します。

• [711ulaw]

• [711alaw]

• [G729/G729a]

• [G729b/G729ab]

（注） SIP トランクで使用するために G.729 コーデックを設定す

るには、G.729 コーデックをサポートするハードウェア 
MTP またはトランスコーダを使用する必要があります。詳

細については、『Cisco Unified Communications Manager 
システム ガイド』の第 25 章「トランスコーダ」を参照し

てください。

このフィールドは、[メディアターミネーションポイントが必須

(Media Termination Point Required)] チェックボックスがオンの場

合にだけ使用されます。

[プレゼンスグループ (Presence 
Group)]

このフィールドには、プレゼンス機能を設定します。

ドロップダウン リスト ボックスから、SIP トランク用のプレゼン

ス グループを選択します。選択したグループにより、SIP トラン

クに接続されているデバイス、アプリケーション、またはサーバ

が監視できる対象が指定されます。

[プレゼンスグループ (Presence Group)] のデフォルト値は、インス

トール時に設定された標準のプレゼンス グループです。Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで設定されたプレゼ

ンス グループもドロップダウン リスト ボックスに表示されます。

プレゼンス許可は、プレゼンス グループと連携して、グループ間

のプレゼンス要求を許可またはブロックします。グループ間の権

限の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications 
Manager 機能およびサービス ガイド』の「プレゼンス」の章を参

照してください。 

ヒント プレゼンス グループは、SIP トランクに適用することも、
SIP トランクに接続されているアプリケーションに適用す
ることもできます。プレゼンス グループが SIP トランクと 
SIP トランク アプリケーションの両方に設定されている場
合、アプリケーションに適用されているプレゼンス グルー
プが、トランクに適用されているプレゼンス グループを上
書きします。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[SIPトランクセキュリティプロ

ファイル (SIP Trunk Security 
Profile)]

SIP トランクに適用するセキュリティ プロファイルを選択します。

セキュリティ プロファイルは、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定したすべての SIP トランクに適用す

る必要があります。Cisco Unified Communications Manager をイ

ンストールすると、あらかじめ定義された非セキュアな SIP トラ

ンク セキュリティ プロファイルが自動登録用に提供されます。 SIP 
トランクのセキュリティ機能を使用可能にするには、新しいセ

キュリティ プロファイルを設定して SIP トランクに適用します。

トランクがセキュリティをサポートしていない場合は、非セキュ

ア プロファイルを選択します。

プロファイルに含まれている設定値を確認するには、[システム

(System)] > [セキュリティプロファイル (Security Profile)] > [SIP
トランクセキュリティプロファイル (SIP Trunk Security Profile)] 
の順に選択します。

セキュリティ プロファイルを設定する方法については、『Cisco 
Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』を参照し

てください。

[SIPトランクセキュリティプロファイル (SIP Trunk Security 
Profile)] のデフォルト値は [--選択されていません --] です。

[再ルーティング用コーリング

サーチスペース (Rerouting 
Calling Search Space)]

コーリング サーチ スペースによって、発信側デバイスがコールを

完了しようとするときに検索できるパーティションが決まります。

再ルーティング コーリング サーチ スペースは、SIP ユーザ（A）

が別のユーザ（B）をサード パーティ（C）に転送するときの対象

場所を決める場合に使用されます。転送の完了後、B と C が接続

されます。この場合、使用される再ルーティング コーリング サー

チ スペースは、最初の SIP ユーザ（A）のものです。

（注） コーリング サーチ スペースは、3xx リダイレクション機能

および INVITE with Replaces 機能にも適用されます。

[再ルーティング用コーリングサーチスペース (Rerouting Calling 
Search Space)] のデフォルト値は [なし (None)] です。

[Out-Of-Dialog REFERコーリ

ングサーチスペース
(Out-Of-Dialog Refer Calling 
Search Space)]

コーリング サーチ スペースによって、発信側デバイスがコールを

完了しようとするときに検索できるパーティションが決まります。

out-of-dialog コーリング サーチ スペースは、SIP ユーザ（A）の

介入がない場合に Cisco Unified Communications Manager が SIP 
ユーザ（A）に着信するコール（B）をサード パーティ（C）に転

送するときに使用されます。この場合、システムは SIP ユーザ

（A）の out-of-dialog コーリング サーチ スペースを使用します。

[Out-Of-Dialog REFERコーリングサーチスペース (Out-Of-Dialog 
Refer Calling Search Space)] のデフォルト値は [なし (None)] です。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[SUBSCRIBEコーリングサーチ

スペース (SUBSCRIBE Calling 
Search Space)]

プレゼンス機能でサポートされている SUBSCRIBE コーリング 
サーチ スペースによって、Cisco Unified Communications 
Manager が、SIP トランクに接続するデバイス、サーバ、またはア

プリケーションからのプレゼンス要求をルーティングする方法が

決まります。この設定により、SIP トランクのプレゼンス

（SUBSCRIBE）要求に対して、コール処理サーチ スペースとは別

のコーリング サーチ スペースを適用できます。

ドロップダウン リスト ボックスから、SIP トランクのプレゼンス

要求に使用する SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを選択し

ます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設

定したすべてのコーリング サーチ スペースが、[SUBSCRIBEコー

リングサーチスペース (SUBSCRIBE Calling Search Space)] ド
ロップダウン リスト ボックスに表示されます。

ドロップダウン リストから、SIP トランク用に別のコーリング 
サーチ スペースを選択しない場合、[SUBSCRIBE コーリング 
サーチ スペース (SUBSCRIBE Calling Search Space)] はデフォル

トで [なし (None)] になります。

この用途専用の SUBSCRIBE コーリング サーチ スペースを設定す

るには、すべてのコーリング サーチ スペースと同じようにコーリ

ング サーチ スペースを設定します。コーリング サーチ スペースを

設定する方法については、「コーリング サーチ スペースの設定」

（P.41-1）を参照してください。

[SIPプロファイル (SIP Profile)] ドロップダウン リスト ボックスから、この SIP トランクに使用す

る SIP プロファイルを選択します。

[SIPプロファイル (SIP Profile)] のデフォルト値は [選択されてい

ません (None Selected)] です。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[DTMFシグナリング方式
(DTMF Signaling Method)]

次のいずれかのオプションを選択します。

[初期設定なし (No Preference)]（デフォルト）：Cisco Unified 
Communications Manager が DTMF 方式を選択して DTMF をネゴシ

エートします。したがって、コールに MTP は不要です。Cisco 
Unified Communications Manager が MTP を割り当てる必要がある

場合（[メディアターミネーションポイントが必須 (Media 
Termination Point Required)] チェックボックスがオンである場合）、

SIP トランクは DTMF として RFC2833 をネゴシエートします。

[RFC2833]：トランクで使用される優先 DTMF 方式を RFC2833 
にする場合は、この設定を選択します。 Cisco Unified 
Communications Manager は、MTP を使用するかどうかにかかわ

らず、できる限り RFC2833 をネゴシエートしようとします。アウ

トオブバンドは、ピア エンドポイントがアウトオブバンドをサ

ポートしている場合のフォールバック方式を提供します。

[OOBおよびRFC2833(OOB and RFC 2833)]：DTMF にアウトオ

ブバンドと RFC2833 の両方を使用する必要がある場合は、この設

定を選択します。

（注） ピア エンドポイントがアウトオブバンドと RFC2833 の両

方をサポートしている場合、Cisco Unified 
Communications Manager はアウトオブバンドと RFC2833 
の両方の DTMF 方式をネゴシエートします。その結果、同

じ DTMF キープレスに対して 2 つの DTMF イベントが送

信されます（1 つはアウトオブバンド、もう 1 つは 
RFC2833）。

[正規化スクリプト (Normalization Script)]

[正規化スクリプト
(Normalization Script)]

ドロップダウン リスト ボックスで、正規化スクリプトを選択します。

別のスクリプトをインポートするには、[SIP正規化スクリプト設

定 (SIP Normalization Script Configuration)] ウィンドウ（[デバイ

ス (Device)] > [デバイスの設定 (Device Settings)] > [SIP正規化ス

クリプト (SIP Normalization Script)]）に移動し、新しいスクリプ

ト ファイルをインポートします。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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[パラメータ名 (Parameter 
Name)]/[パラメータ値
(Parameter Value)]

オプションで、パラメータ名およびパラメータ値を入力します。

有効な値は、等号（=）、セミコロン（;）、および印刷できない文字

（タブなど）を除くすべての文字です。値を持たないパラメータ名

を入力できます。

例：

パラメータ名                パラメータ値

CCA-ID                              11223344

pbx                                    

location                              RTP

パラメータ名およびパラメータ値を入力する前に、[正規化スクリ

プト (Normalization Script)] ドロップダウン リスト ボックスでス

クリプトを選択する必要があります。

パラメータ行を追加するには、[+]（プラス）ボタンをクリックし

ます。  パラメータ行を削除するには、[-]（マイナス）ボタンをク

リックします。 

[トレースを有効にする (Enable 
Trace)]

スクリプト内でトレースを有効にするには、このチェックボック

スをオンにします。トレースを無効にするには、このチェック

ボックスをオフにします。チェックボックスをオンにすると、Lua 
スクリプタに対して提供される trace.output API によって SDI ト
レースが生成されます。

（注） スクリプトをデバッグするときだけにトレースを有効にす

ることを推奨します。トレースはパフォーマンスに影響す

るため、通常の稼動状態では有効にしないでください。

[位置情報の設定 (Geolocation Configuration)]

[位置情報 (Geolocation)] ドロップダウン リスト ボックスで、位置情報を選択します。

このデバイスが位置情報に関連付けられていないことを示す、未
指定の位置情報を選択できます。

[システム (System)] > [位置情報の設定 (Geolocation 
Configuration)] メニュー オプションで設定された位置情報を選択

することもできます。

設定の詳細など、位置情報の説明については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「位置

情報およびロケーション伝達」の章の「位置情報について」およ

び「位置情報の設定」を参照してください。

論理パーティションによる位置情報の使用方法の概要および詳細

については、『Cisco Unified Communications Manager 機能および
サービス ガイド』の「論理パーティション」を参照してください。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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トランクの検索
ネットワーク内には複数のトランクが存在する場合があります。Cisco Unified Communications 
Manager では、条件を指定してトランクを検索することができます。Cisco Unified Communications 
Manager データベース内で特定のトランクを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、ブラウザ セッションでの作業中は、トラ

ンクの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合

でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限り、トランクの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] の順に選択します。

[ トランクの検索と一覧表示 (Find and List Trunks)] ウィンドウが表示されます。アクティブな（前回

の）クエリーのレコードも、ウィンドウに表示されることがあります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し、ス

テップ 3 に進んでください。

レコードをフィルタリングまたは検索する手順は、次のとおりです。

• 最初のドロップダウン リスト ボックスから、検索パラメータを選択します。

• 2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、検索パターンを選択します。

• 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

[位置情報フィルタ (Geolocation 
Filter)]

ドロップダウン リスト ボックスで、位置情報フィルタを選択します。

[<なし (None)>] 設定のままにすると、このデバイスには位置情報

フィルタが適用されません。

[システム (System)] > [位置情報フィルタ (Geolocation Filter)] メ
ニュー オプションで設定された位置情報フィルタを選択すること

もできます。

設定の詳細など、位置情報フィルタの詳細については、『Cisco 
Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の

「位置情報およびロケーション伝達」の章の「位置情報フィルタに

ついて」および「位置情報フィルタの設定」を参照してください。

論理パーティションによる位置情報フィルタの使用方法の概要お

よび詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機
能およびサービス ガイド』の「論理パーティション」を参照して

ください。

[位置情報の送信 (Send 
Geolocation Information)]

このデバイスの位置情報を送信するには、このチェックボックス

をオンにします。

論理パーティションで位置情報を使用する方法の概要と詳細につ

いては、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー
ビス ガイド』の「論理パーティション」の章を参照してください。

表 68-2 SIP トランクの設定値 （続き）

フィールド 説明
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（注） 検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加すると、指定したすべて

の条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] ボタンをクリックして最

後に追加した条件を削除するか、[フィルタのクリア (Clear Filter)] ボタンをクリックして、追

加したすべての検索条件を削除してください。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

一致するすべてのレコードが表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップダウン リ
スト ボックスから別の値を選択して、各ページに表示する項目の数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、複数のレコードをデータベースから削除できます。[すべてを選

択 (Select All)] をクリックして [選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックすると、この選

択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストで、表示するレコードのリンクをクリックします。

（注） リストのヘッダーに上矢印または下矢印がある場合、その矢印をクリックして、ソート順序を

逆にします。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.68-69）を参照してください。

トランクの設定 
新規のトランク デバイスの追加または既存のトランク デバイスの更新を行う手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Unified Communications Manager クラスタごとに、複数のトランク デバイスを設定できます。 

始める前に

SIP トランクを設定する前に、SIP トランク セキュリティ プロファイルおよび SIP プロファイルを設

定します。詳細については、「SIP プロファイルの設定値」（P.76-1）、「SIP トランクのセキュリティ プ
ロファイルの設定」（P.25-3）、および『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

を参照してください。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] の順に選択します。

[ トランクの検索と一覧表示 (Find and List Trunks)] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 次のいずれかの作業を行います。

• 新規のトランク デバイスを追加する場合は、[ 新規追加 (Add New)] ボタンをクリックします。[ ト
ランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウが表示されます。ステップ 3 に進みます。

• トランクの設定値を更新する場合は、適切なトランクを見つけます（「トランクの検索」（P.68-64）
を参照）。更新するトランクの名前をクリックします。ステップ 7 に進みます。

ステップ 3 [トランクタイプ (Trunk Type)] ドロップダウン リストから、トランクのタイプを選択します。

ステップ 4 必要に応じて、[デバイスプロトコル (Device Protocol)] ドロップダウン リストから、デバイス プロト

コルを選択します。

ステップ 5 SIP トランクについて、[トランクサービスタイプ (Trunk Service Type)] ドロップダウン リスト ボック

スから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [ なし (None)]：コール制御ディスカバリ、クラスタ間のエクステンション モビリティ、または 
Cisco Intercompany Media Engine にトランクが使用されない場合は、このオプションを選択しま

す。

• [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)]：このオプションを選択すると、トランクで

コール制御ディスカバリをサポートできるようになります。[ アドバタイジングサービス

(Advertising Service)] ウィンドウで CCD アドバタイジング サービスにこのトランクを割り当てた

場合、トランクは、SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティからの着信

コールを処理します。[ 要求サービス (Requesting Service)] ウィンドウで CCD 要求サービスにこ

のトランクを割り当てた場合、トランクは、学習パターンへの発信コールを処理します。コール制

御ディスカバリ機能の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサー
ビス ガイド』の「コール制御ディスカバリ」を参照してください。

• [ クラスタ間のエクステンションモビリティ (Extension Mobility Cross Cluster)]：このオプション

を選択すると、トランクでクラスタ間のエクステンション モビリティ機能をサポートできるよう

になります。クラスタ間のエクステンション モビリティ機能の詳細については、『Cisco Unified 
Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco クラスタ間のエクステンション

モビリティ」を参照してください。

• [Cisco Intercompany Media Engine]：このフィールドを設定する前に、Cisco IME サーバがイン

ストールされ、使用可能になっていることを確認してください。

ヒント トランク サービス タイプで [コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)]、[クラスタ間

のエクステンションモビリティ (Extension Mobility Cross Cluster)]、または [Cisco 
Intercompany Media Engine] を選択し、[次へ (Next)] をクリックすると、それ以降はトランク

を別のタイプに変更できなくなります。

ステップ 6 [次へ (Next)] をクリックします。

ステップ 7 表示されている [トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで、ゲートキーパーによって制御

された H.225 トランク、ゲートキーパーによって制御されたクラスタ間トランク、およびゲートキー

パーによって制御されないクラスタ間トランクに対して適切な設定値を入力します（表 68-1 を参照）。

SIP トランクの場合は、表 68-2 を参照して適切な設定値を入力します。

ステップ 8 [保存 (Save)] をクリックして、新規トランクを追加します。

トランクがデータベースに追加されます。

既存のトランクを更新している場合は、[ 設定の適用 (Apply Config)] をクリックして新しい設定を適

用します（これによって、デバイスが再起動される場合もあります）。[ 設定の適用 (Apply Config)] ボ
タンの詳細については、「トランクの同期化」（P.68-69）を参照してください。
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（注） トランクをリセットすると、そのトランクを使用している進行中のコールがすべて終了されま

す。ゲートウェイを再起動すると、そのゲートウェイを使用している進行中のコールを保持し

ようとします。それ以外のデバイスでは、コールが完了するまで待機してから、再起動または

リセットされます。H.323 または SIP デバイスの再起動やリセットは、ハードウェアを物理的

に再起動またはリセットするのではなく、Cisco Unified Communications Manager によって

ロードされた設定を初期化するだけです。

追加情報

「関連項目」（P.68-69）を参照してください。

トランクの削除
トランクを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のルート パターンに割り当てられているトランクは、削除できません。トランクを使用

しているルート パターンを検索するには、[トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウで [関
連リンク (Related Links)] ドロップダウン リスト ボックスから [依存関係レコード (Dependency 
Records)] を選択し、[移動 (Go)] をクリックします。依存関係レコードがシステムで使用可能になって

いない場合、[依存関係レコード要約 (Dependency Records Summary)] ウィンドウにメッセージが表示

されます。依存関係レコードの詳細については、「依存関係レコードへのアクセス」（P.A-2）を参照し

てください。使用されているトランクを削除しようとすると、Cisco Unified Communications Manager 
はメッセージを表示します。現在使用されているトランクを削除する場合は、事前に、次の作業のどち

らか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除するトランクを使用しているルート パターンすべてに、別のトランクを割り当てます。「ルー

ト パターンの設定値」（P.33-1）を参照してください。

• 削除するトランクを使用しているルート パターンを削除します。「ルート パターンの設定値」

（P.33-1）を参照してください。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] の順に選択します。

[ トランクの検索と一覧表示 (Find and List Trunks)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索 (Find)] をクリックして、特定のトランクを見つけます。

検索条件と一致するトランクのリストが表示されます。

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

• 削除するトランクの横にあるチェックボックスをオンにし、[ 選択項目の削除 (Delete Selected)] を
クリックします。

• [ すべてを選択 (Select All)] をクリックしてから [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリック

し、ウィンドウ内のすべてのトランクを削除します。

• 削除するトランクの名前をリストから選択して、現在の設定値を表示し、[ 削除 (Delete)] をクリッ

クします。

確認ダイアログが表示されます。
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ステップ 4 [OK] をクリックして、トランクを削除します。

追加情報

「関連項目」（P.68-69）を参照してください。

トランクのリセット
トランクをリセットする手順は、次のとおりです。

注意 デバイスをリセットすると、そのデバイスのコールが欠落することがあります。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] の順に選択します。

[ トランクの検索と一覧表示 (Find and List Trunks)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、[検索 (Find)] をクリックして、特定のトランクを見つけます。

検索条件と一致するトランクのリストが表示されます。

ステップ 3 リストから、リセットするトランクの名前をクリックします。

[ トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 トランク デバイスの設定値を変更した後に、[リセット (Reset)] をクリックします。

[ デバイスリセット (Device Reset)] ダイアログが表示されます。

ステップ 5 次のいずれかの項目をクリックします。

• [ リスタート (Restart)]：トランク デバイスをシャットダウンしないで再起動します。

• [ リセット (Reset)]：内部トランク デバイスをシャットダウンしてから再起動します。トランクが

ゲートキーパーによって制御されている場合、Cisco Unified Communications Manager クラスタ

は、トランクへの登録を解除（URQ）した後、再登録（RRQ）します。

• [ 閉じる (Close)]：何も実行しないで、[ デバイスリセット (Device Reset)] ダイアログを閉じます。

（注） SIP トランクの場合、[リスタート (Restart)] と [リセット (Reset)] は同様に動作するので、どちらをク

リックしてもすべてのアクティブ コールが接続解除されます。パケット キャプチャを使用可能または

使用不可にする場合は、トランクに対して [リスタート (Restart)] も [リセット (Reset)] も実行する必

要はありません。

追加情報

「関連項目」（P.68-69）を参照してください。
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トランクの同期化
トランクを最新の設定変更と同期化する手順は、次のとおりです。この手順によって、中断を最小限に

抑えた方法で未処理の設定が適用されます （たとえば、影響を受けるデバイスの一部は、リセットま

たはリスタートが不要な場合があります）。

手順

ステップ 1 [デバイス (Device)] > [トランク (Trunk)] の順に選択します。

[ トランクの検索と一覧表示 (Find and List Trunks)] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索 (Find)] をクリックします。

検索条件に一致するトランクのリストがウィンドウに表示されます。

ステップ 4 同期化するトランクの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内のトランクをすべて選

択するには、検索結果表示のタイトルバーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [選択項目への設定の適用 (Apply Config to Selected)] をクリックします。

[ 設定情報の適用 (Apply Configuration Information)] ダイアログが表示されます。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

（注） 再起動中は、アクティブ コールが接続解除される可能性があります。

追加情報

「関連項目」（P.68-69）を参照してください。

関連項目
• 「トランクの設定値」（P.68-1）

• 「トランクの検索」（P.68-64）

• 「トランクの設定」（P.68-65）

• 「トランクの削除」（P.68-67）

• 「トランクのリセット」（P.68-68）

• 「トランクの同期化」（P.68-69）

• 「SIP プロファイルの設定値」（P.76-1）

• 「SIP トランクのセキュリティ プロファイルの設定」（P.25-3）

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「Cisco Unified Communications 
Manager でのゲートキーパーとトランクの設定」

• 『Cisco Unified Communications Manager システム ガイド』の「信頼済みリレー ポイント」
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• 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「ローカル ルート グ
ループ」

• 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「コール制御ディスカ

バリ」

• 『Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco クラスタ間のエ

クステンションモビリティ」

• 『Cisco Unified Communications Manager セキュリティ ガイド』

• 『Cisco Unified Communications Solution Reference Network Design (SRND)』
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